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　　　　土砂災害研究部 

訪れたいまち　茨城県石岡市
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　こ
こ
数
年
の
間
で「
雨
の
降
り
方
が
す

ご
い
な
」と
感
じ
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。激
し
い
雨
が
局
地
的
に
降
る「
ゲ
リ
ラ

豪
雨
」と
い
う
言
葉
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
よ

く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
の

他
に
も
、大
雨
や
台
風
な
ど
で
甚
大
な
水

害
が
発
生
し
た
り
、あ
ま
り
雪
が
降
ら
な

か
っ
た
地
域
に
大
雪
が
降
っ
た
り
、「
今
ま

で
経
験
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う
な…

」と

い
う
言
葉
を
聞
く
こ
と
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震

（
東
日
本
大
震
災
）後
の
日
本
は
、火
山
活

動
が
活
発
だ
っ
た
９
世
紀
の
状
況
に
似
て

お
り
、い
つ
大
規
模
噴
火
が
発
生
し
て
も

お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
近
年
の
異
常
な
気
象
状
況

を
、国
土
交
通
省
で
は「
大
災
害
へ
の
警
鐘
」

と
い
う
意
識
か
ら「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」と

し
て
捉
え
、最
大
の
危
機
感
を
も
っ
て
防

災・減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
回
の
特
集
で
は
、こ
の「
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
」に
対
応
し
た
気
象・水
害・火
山

噴
火
対
策
に
つ
い
て
紹
介
す
る
と
と
も

に
、地
震・津
波
予
報
の
最
新
技
術
や
緊
急

速
報
メ
ー
ル
を
活
用
し
た
洪
水
情
報
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

特
集

防
災
情
報
を
活
用
し

を
守
る

命

け
い
し
ょ
う
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竜巻注意情報の信頼度が大きく向上
県単位からより細かなエリアごとの情報提供へ

現　状 改善後

改善

茨城県
栃木県
埼玉県
千葉県

全域に
竜巻注意情報を発表

県全体で注意、ということは分かるけど、実
際に危険度が高まっているのは限られた地
域だろうし、どこまで対応すべきか？

「◯◯県」と言われても、県は
広いし、自分は大丈夫だろう。

茨城県南部
栃木県南部
埼玉県北部
埼玉県南部
千葉県北西部

に限定して
竜巻注意情報
を発表

県内でも南部が危険。
すぐに防災対応を！

すぐ近くかも！
空の様子を見て身を守ろう！

より自らの
危険として
認識できる !

地域に即した情報で、竜巻の危険を自分のこととして認識

竜巻注意情報については、平成28年12月から発表方法が新しくなりました。最
新の技術を導入し、竜巻注意情報の精度を大きく向上するとともに、発表区域を
これまでの県単位から、天気予報と同じ「○○県南部」のように変更して、よりき
め細かな情報提供をしています。
平成18年に発生した北海道佐呂間町の竜巻被害を契機に、気象庁では積極的

な現地調査とその結果の記録を行うようになりました。そうした調査・記録の蓄
積で、竜巻などの突風が発生するときに共通した大気状態の性質が明らかとなり、
今回の新しい発表方法での竜巻注意情報において、確実に良い結果をもたらして
います。
こうした予測精度の向上には「竜巻発生確度ナウキャスト」※と呼ばれる最新シス

テムの性能向上が貢献しています。このシステムにより、スーパーコンピューター
の大気解析情報やレーダーの積乱雲情報などから、竜巻などの突風が発生する可
能性を１０分ごとに高い精度で予測することが可能になっています。もちろん、従
来の県単位からより絞り込んだ細かい区域ごとの情報提供が、迅速かつ正確に行
えるのも、こうした最先端技術の導入の成果です。

●気象庁ホームページ　http://www.jma.go.jp/jp/yoho/

※ 竜巻などの突風は、規模が小さいゆえにレーダーなどの観測機器で実体を捉える事ができないた
め、気象ドップラーレーダーによる積乱雲の回転や発達の観測などから「竜巻が今にも発生する（ま
たは発生している）可能性の程度」を推定し、発生確度という用語で情報提供している。防災機関な
どに提供するほか、気象庁のホームページでも確認ができる。
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　新
し
い
技
術
と
特
長

❶ 

雨
水
の
振
る
舞
い
に
基
づ
い
て
、

　 

災
害
危
険
度
を
リ
ア
ル
に
予
測

こ
れ
ま
で
雨
に
関
す
る
災
害
の
恐
れ
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
た
雨
量
の
基
準
値
に
達
す
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
に
大
雨
警
報・洪
水
警
報
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
雨
量
そ
の
も
の
を
用
い
る
の

体
の
防
災
担
当
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
防
災
気

象
情
報
の「
見
え
る
化
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
の

「
危
険
度
分
布
」の
予
測
の
提
供
開
始

本
年
夏
頃
か
ら
は
、
従
来
の
雨
量
予
測
だ
け
で
な

く
、
地
質
、
傾
斜
、
河
川
流
路
な
ど
の
国
土
に
関
す
る

デ
ジ
タ
ル
数
値
情
報
も
駆
使
し
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い

特集

防災情報を活用し 命を守る

「
危
険
度
分
布
」の
予
測
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
地
域

ご
と
の
詳
細
な
分
布
情
報
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
わ
が
事
感
を
持
っ
た
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に「
危
険
度
分

布
」の
予
測
に
用
い
た
新
し
い
技
術
と
特
長
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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ス
テ
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ジ
」に
対
応
し
た

 
防
災
気
象
情
報
へ

 
～
命
を
守
る
た
め
の
分
か
り
や
す
い
情
報
提
供
を
開
始
～

近
年
、
雨
の
降
り
方
が
局
地
化
・
集
中
化
・
激
甚
化

し
て
い
る
こ
と
な
ど
を「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」と
捉
え
、

さ
ら
な
る
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
気
象
庁
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
こ
の

「
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
」に
対
応
し
た
防
災
気
象
情
報
の

改
善
に
着
手
し
、よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
を
よ
り
早

い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
、災
害
が
予
想
さ
れ
る
地
域

の
自
治
体
や
住
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
す
る
仕

組
み
づ
く
り
を
強
力
に
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
本
年
夏
頃
か
ら
、
最
新
の
技
術
を
駆

使
し
、
命
を
守
る
た
め
の「
危
険
度
分
布
」の

予
測
情
報
な
ど
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。

重
大
な
気
象
災
害
を
受
け
て

防
災
気
象
情
報
の
改
善
が
ス
タ
ー
ト

わ
が
国
で
は
近
年
、
水
害
や
土
砂
災
害
な

ど
、
重
大
な
気
象
災
害
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

平
成
25
年
の
台
風
第
26
号
に
よ
る
伊
豆
大
島

の
土
砂
災
害
、
平
成
26
年
８
月
豪
雨
に
よ
る

広
島
市
の
土
砂
災
害
、
さ
ら
に
平
成
28
年
の

台
風
第
10
号
に
よ
り
高
齢
者
福
祉
施
設
で
多

数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
岩
手
県
岩
泉
町
の
小お

本も
と
川が
わ
の
水
害
な
ど
、
深
刻
な
被
害
が
全
国
各

地
で
発
生
し
て
い
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
政
府
の
中
央
防
災
会
議
や
内
閣
府
、

国
土
交
通
省
な
ど
の
関
係
機
関
と
連
携
し
、
こ
う
し

た
事
態
に
対
応
で
き
る
新
た
な
防
災
気
象
情
報
の
仕

組
み
づ
く
り
に
平
成
27
年
度
か
ら
着
手
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
本
年
夏
頃
か
ら
提
供
す
る
具
体
的
な
施

策
を
紹
介
し
ま
す
。

「
危
険
度
を
色
分
け
し
た
時
系
列
」は
、
こ
れ
ま
で

は
文
章
の
み
で
発
表
さ
れ
て
い
た
気
象
警
報
・
注
意

報
を
、
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
危
険
度
を
時
間
ご
と

に
色
分
け
し
た
図
表
で
表
示
す
る
よ
う
に
改
善
し
ま
す

（
図
１
）。

ま
た「
警
報
級
の
可
能
性
」で
は
、
例
え
ば
台
風
の

接
近
な
ど
の
時
に
、
現
時
点
で
は
さ
ほ
ど
荒
れ
て
い
な

く
て
も
、警
報
を
発
表
す
る
レ
ベ
ル
の
悪
天
候
が
予
測

さ
れ
た
場
合
に
は
、５
日
先
ま
で
の
警
報
発
表
の
可
能

性
を〔
高
〕・〔
中
〕の
２
段
階
で
発
表
し
、
こ
れ
に
つ
い

て
も
色
分
け
し
た
図
表
を
用
い
る
こ
と
で
、一
目
で
分

か
る
よ
う
に
し
ま
す（
図
２
）。

こ
の
よ
う
に
、気
象
庁
で
は
国
民
の
皆
さ
ま
や
自
治

図2　5日先までの警報級の可能性を色分けした図表
（本年夏頃から気象庁ホームページで公開）

平成28年8月30日5時19分　盛岡地方気象台発表
岩手県の注意警戒事項
　沿岸北部、沿岸南部では、30日朝から31日明け方まで土砂災害に、
30日昼前から30日夜のはじめ頃まで暴風に、31日明け方まで高波に
警戒してください。
岩泉町 ［発表］大雨（土砂災害），暴風警報
 ［継続］波浪警報　雷，洪水，高潮，濃霧注意報
　 30日昼過ぎまでに洪水警報に切り替える可能性が高い
　 30日昼過ぎまでに高潮警報に切り替える可能性が高い

　で着色した種別は、今後警報に切り替える可能性が高い注意報を表しています。
各要素の予測値は、確度が一定に達したものを表示しています。
警報は、警報級の現象が予想される時間帯の最大6時間前に発表します。

図1　危険度が高まる時間帯が色分けによって一目で分かる
（本年夏頃から気象庁ホームページで公開）

平成２８年　８月２８日１１時００分　盛岡地方気象台発表
岩手県沿岸北部の警報級の可能性
　沿岸北部では、 ２９日までの期間内に、 大雨警報を発表する可能性がある。

［高］：警報発表中、又は、警報を発表するような現象発生の可能性が高い状況。
［中］：［高］ほど可能性が高くはないが、警報を発表するような現象発生の可能性がある状況。

岩手県沿岸北部

種別 夕方まで
12-18 18-6 6-24

［中］ ［高］［高］
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竜巻注意情報の信頼度が大きく向上
県単位からより細かなエリアごとの情報提供へ

現　状 改善後

改善

茨城県
栃木県
埼玉県
千葉県

全域に
竜巻注意情報を発表

県全体で注意、ということは分かるけど、実
際に危険度が高まっているのは限られた地
域だろうし、どこまで対応すべきか？

「◯◯県」と言われても、県は
広いし、自分は大丈夫だろう。

茨城県南部
栃木県南部
埼玉県北部
埼玉県南部
千葉県北西部

に限定して
竜巻注意情報
を発表

県内でも南部が危険。
すぐに防災対応を！

すぐ近くかも！
空の様子を見て身を守ろう！

より自らの
危険として
認識できる !

地域に即した情報で、竜巻の危険を自分のこととして認識

竜巻注意情報については、平成28年12月から発表方法が新しくなりました。最
新の技術を導入し、竜巻注意情報の精度を大きく向上するとともに、発表区域を
これまでの県単位から、天気予報と同じ「○○県南部」のように変更して、よりき
め細かな情報提供をしています。
平成18年に発生した北海道佐呂間町の竜巻被害を契機に、気象庁では積極的

な現地調査とその結果の記録を行うようになりました。そうした調査・記録の蓄
積で、竜巻などの突風が発生するときに共通した大気状態の性質が明らかとなり、
今回の新しい発表方法での竜巻注意情報において、確実に良い結果をもたらして
います。
こうした予測精度の向上には「竜巻発生確度ナウキャスト」※と呼ばれる最新シス

テムの性能向上が貢献しています。このシステムにより、スーパーコンピューター
の大気解析情報やレーダーの積乱雲情報などから、竜巻などの突風が発生する可
能性を１０分ごとに高い精度で予測することが可能になっています。もちろん、従
来の県単位からより絞り込んだ細かい区域ごとの情報提供が、迅速かつ正確に行
えるのも、こうした最先端技術の導入の成果です。

●気象庁ホームページ　http://www.jma.go.jp/jp/yoho/

※ 竜巻などの突風は、規模が小さいゆえにレーダーなどの観測機器で実体を捉える事ができないた
め、気象ドップラーレーダーによる積乱雲の回転や発達の観測などから「竜巻が今にも発生する（ま
たは発生している）可能性の程度」を推定し、発生確度という用語で情報提供している。防災機関な
どに提供するほか、気象庁のホームページでも確認ができる。
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　新
し
い
技
術
と
特
長

❶ 

雨
水
の
振
る
舞
い
に
基
づ
い
て
、

　 

災
害
危
険
度
を
リ
ア
ル
に
予
測

こ
れ
ま
で
雨
に
関
す
る
災
害
の
恐
れ
に
つ
い
て
、
あ

ら
か
じ
め
設
定
し
た
雨
量
の
基
準
値
に
達
す
る
と
予

想
さ
れ
る
場
合
に
大
雨
警
報・洪
水
警
報
を
発
表
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
雨
量
そ
の
も
の
を
用
い
る
の

体
の
防
災
担
当
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
防
災
気

象
情
報
の「
見
え
る
化
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

命
を
守
る
た
め
の

「
危
険
度
分
布
」の
予
測
の
提
供
開
始

本
年
夏
頃
か
ら
は
、
従
来
の
雨
量
予
測
だ
け
で
な

く
、
地
質
、
傾
斜
、
河
川
流
路
な
ど
の
国
土
に
関
す
る

デ
ジ
タ
ル
数
値
情
報
も
駆
使
し
た
、
ま
っ
た
く
新
し
い

特集

防災情報を活用し 命を守る

「
危
険
度
分
布
」の
予
測
の
提
供
が
始
ま
り
ま
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
従
来
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
地
域

ご
と
の
詳
細
な
分
布
情
報
を
基
に
、
こ
れ
ま
で
よ
り

も
わ
が
事
感
を
持
っ
た
避
難
行
動
が
取
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
次
に「
危
険
度
分

布
」の
予
測
に
用
い
た
新
し
い
技
術
と
特
長
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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特集

防災情報を活用し 命を守る

地
震・津
波・火
山
噴
火
か
ら
身
を
守
る
た
め

情
報
精
度
の
進
化
を
図
る

気
象
庁
で
は
気
象
予
報
以
外
に
も
、
地
震
・
津

波
、
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
の
防
止
や
軽
減
の
た
め

に
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
・
津
波
警
報
・
津

波
注
意
報
、
噴
火
警
報
や
噴
火
速
報
な
ど
、
国
民
の

命
を
守
る
た
め
の
防
災
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
防
災
情
報
の
精
度
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
た

め
、
技
術
的
な
改
善
や
体
制
の
強
化
を
図
り
、
迅
速

か
つ
正
確
な
情
報
発
信
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
震	

EARTHQ
UAKE

Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
速
度
差
を
利
用
し
て

緊
急
地
震
速
報
を
発
表

地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
地
震
波
に
は
、
速
度
は
早

い
が
弱
い
揺
れ
の
Ｐ
波（
秒
速
約
７
㎞
）と
、速
度
は
遅

い
が
強
い
揺
れ
の
Ｓ
波（
秒
速
約
４
㎞
）の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、　
緊
急
地
震
速
報
は
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
速

度
の
違
い
を
利
用
し
て
、大
き
く
揺
れ
始
め
る
前
に
安

全
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
で
す
。
震
源

に
近
い
地
震
計
で
Ｐ
波
を
観
測
す
る
と
直
ち
に
そ
の

デ
ー
タ
が
気
象
庁
に
送
ら
れ
て
、震
源
の
位
置
や
地
震

の
規
模（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
：
M
）を
推
定
し
、
各
地

の
震
度
や
到
達
時
刻
を
予
測
し
ま
す
。
し
か
し
、
緊

急
地
震
速
報
を
受
信
し
て
か
ら
実
際
の
揺
れ
が
到
達

す
る
ま
で
の
時
間
は
数
秒
か
ら
数
十
秒
と
短
く
、震
源

に
近
い
場
所
で
は
強
い
揺
れ
が
来
る
の
に
間
に
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東

日
本
大
震
災
）の
翌
日
に
は
、
福
島
県
沖（
Ｍ
４・８
）

と
長
野
県
北
部（
Ｍ
３・５
）の
２
カ
所
で
、
ほ
ぼ
同
時

に
規
模
の
小
さ
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
一
つ
の
大
き
な
地
震
と
し
て
処
理
し
た
た
め
、震
度

を
過
大
に
予
測
し
て
緊
急
地
震
速
報
を
発
表
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、こ
の
よ
う
な
事
象
が
頻
発

し
、強
い
揺
れ
が
来
る
と
身
構
え
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
弱
い
揺
れ
し
か
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
が
続

き
ま
し
た
。

二
つ
の
新
手
法
を
導
入
し

迅
速・確
実
な
緊
急
地
震
速
報
へ

そ
こ
で
、緊
急
地
震
速
報
の
精
度
向
上
の
た
め
の
技

術
改
善
を
行
い
、
平
成
28
年
12
月
よ
り
Ｉ
Ｐ
Ｆ（
ア
イ

ピ
ー
エ
フ
）法※１と
い
う
手
法
を
用
い
た
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、地
震
の
揺
れ
の
観
測
デ
ー

タ
か
ら「
揺
れ
始
め
の
時
刻
」を
主
に
使
っ
て
震
源
を

推
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｆ
法
で
は「
揺
れ
始
め

の
時
刻
」「
震
源
ま
で
の
推
定
距
離
」「
推
定
し
た
震
源

の
方
向
」「
観
測
さ
れ
た
振
幅
」な
ど
の
解
析
結
果
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、一
番
確
か
ら
し
い
震
源
の
位
置
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、
複
数
の
地
震
が
ほ
ぼ
同
時
に
発
生
し
て
も
、

別
々
の
地
震
と
し
て
処
理
し
、震
源
を
適
切
に
推
定
す

る
こ
と
で
、よ
り
確
実
な
緊
急
地
震
速
報
を
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
は
、
岩
盤
が
断
層
を
境
に
動
く
こ
と
で
発
生

し
ま
す
が
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
よ
う
な
巨

大
地
震
で
は
、断
層
が
大
き
く
な
る
た
め
非
常
に
広
い

範
囲
か
ら
地
震
波
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、震

源
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
震
度
を
予
測
す
る
方
法
で

は
、強
く
揺
れ
る
地
域
を
適
切
に
予
測
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ（
プ
ラ
ム
）法※２と
い
う

「
あ
る
場
所
で
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
ら
、
そ
の
周
辺

で
も
同
じ
よ
う
に
強
く
揺
れ
る
」と
い
う
考
え
に
基
づ

い
て
震
度
を
予
測
す
る
新
た
な
手
法
を
開
発
中
で
あ

り
、平
成
29
年
度
中
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

緊急地震速報の仕組み

平成23年3月12日に福島県沖と長
野県北部でほぼ同時に発生した地
震の震源（×）と観測された地震の
揺れ※1　Integrated Particle Filter 法　　※2　Propagation of Local Undamped Motion 法

震度 ４
震度 ３
震度 ２
震度 １
震源
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で
は
な
く
、
雨
水
の
地
中
へ
の
浸
み
込
み
や
す
さ
、
地

表
面
や
地
中
を
通
っ
て
川
に
集
ま
り
、
川
に
沿
っ
て
流

れ
下
る
時
間
差
な
ど
も
考
慮
し
た
３
つ
の
指
数（
土
壌

雨
量
指
数
・
表
面
雨
量
指
数
・
流
域
雨
量
指
数
）を
用

い
て
危
険
度
を
予
測
す
る
方
法
に
変
更
し
ま
す
。

こ
の
方
法
に
よ
り
、
雨
量
そ
の
も
の
を
用
い
る
よ
り

も
、
大
雨
警
報
や
洪
水
警
報
が
改
善
し
ま
す（
図
３
）。

❷ 

過
去
20
年
以
上
の
デ
ー
タ
を
基
に
、

　 

基
準
値
を
設
定

洪
水
災
害
や
土
砂
災
害
に
対
し
て
警
戒
を
呼
び
か

け
る
基
準
に
は
、
①
で
説
明
し
た
通
り
雨
量
そ
の
も

の
を
用
い
る
の
で
は
な
く
、
３
つ
の
指
数
を
用
い
ま
す
。

３
つ
の
指
数
は
、
そ
の
値
が
大
き
い
ほ
ど
災
害
リ
ス
ク

が
高
ま
る
と
い
う
指
標
で
す
。
し
か
し
、指
数
そ
の
も

の
は
、
あ
く
ま
で
災
害
リ
ス
ク
の
高
ま
り
を
示
す“
相

対
的
”な
指
標
で
あ
り
、
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
よ
う
な

“
警
報
級
”の
洪
水
災
害
や
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ

る
か
ど
う
か
を
判
断
す
る
に
は
、こ
れ
だ
け
で
は
十
分

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、過
去
の
災
害
発
生
時
の

状
況
を
過
去
20
年
以
上
の
デ
ー
タ
を
基
に
詳
細
に
調

査
し
、
例
え
ば「
流
域
雨
量
指
数
が
こ
の
数
値
を
超
え

る
と
重
大
な
洪
水
災
害
が
い
つ
発
生
し
て
も
お
か
し

く
な
い
」と
い
っ
た
基
準
値
の
設
定
を
行
い
ま
し
た
。こ

の
方
法
に
よ
り
、
指
数
が
基
準
値
に
到
達
し
た
か
ど

う
か
に
応
じ
て
、
災
害
発
生
の
危
険
度（
重
大
な
災
害

の
恐
れ
の
有
無
な
ど
）を
判
断
し
て
色
分
け
表
示
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

❸ 

ど
こ
で
危
険
が
高
ま
っ
て
い
る
か

　 

地
図
上
で
視
覚
的
に
知
ら
せ
る

こ
れ
か
ら
は
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た
際
、

実
際
に
河
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
よ
り
も
早

い
段
階
か
ら「
ど
の
河
川
で
洪
水
の
危
険
度
が

高
ま
っ
て
い
る
か
」が
色
分
け
さ
れ
て
一
目
で

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す（
図
４
）。
岩
手
県

岩
泉
町
の
小
本
川
の
水
害
で
は
、
河
川
の
水
位

上
昇
が
急
激
だ
っ
た
た
め
避
難
の
遅
れ
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
雨
量
予
測
に
基
づ
く

個
々
の
河
川
に
お
け
る
危
険
度
の
高
ま
り
を

一
目
で
確
認
で
き
る「
洪
水
警
報
の
危
険
度
分

布
」に
よ
っ
て
、こ
の
先
に
発
生
す
る
災
害
の
恐

れ
を
早
い
段
階
か
ら
予
測
し
、
迅
速
な
避
難
を

促
せ
る
よ
う
に
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
危
険
度
分
布
」は
、
既
に
提
供
中

の「
大
雨
警
報（
土
砂
災
害
）の
危
険
度
分
布
」（
土
砂

災
害
警
戒
判
定
メ
ッ
シ
ュ
情
報
）の
他
、本
年
夏
頃
か
ら

「
大
雨
警
報（
浸
水
害
）の
危
険
度
分
布
」

を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

正
確
な
予
測
情
報
を
提
供
し

的
確
な
避
難
行
動
を
促
す
基
盤
へ

こ
う
し
た
詳
細
な
予
測
情
報
を
基
に
、

各
自
治
体
に
よ
る
、
よ
り
迅
速
で
的
確
な

避
難
勧
告
な
ど
が
実
現
さ
れ
る
と
と
も

に
、
国
民
の
皆
さ
ま
一
人
一
人
が
、
納
得

感
を
も
っ
て
主
体
的
に
避
難
行
動
の
判
断

を
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
気
象
災
害
に
よ

る
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

図3　雨水の振る舞いを総合的に予測し判断する

図4　河川における危険度の高まりを一目で確認できる
「洪水警報の危険度分布」※（小本川の水害時の再解析
図。本年夏頃から気象庁ホームページで公開）
※ 流域面積が大きく、洪水により大きな損害を生ずる河川につ

いては、指定河川洪水予報に応じて色分け表示されます。

平成28年8月30日15時10分

平成28年8月30日18時10分

3時間後

この時間帯の当該施設の状況
（内閣府「避難勧告等の判断・伝達マニュアル作成ガイドラインに関する検討会」資料より）
「急に水位が上がってきたため、管理者が利用者をベッドの上等に誘導し
たものの、その後、大量の水が一気に流れ込んできた。」

多くの方が犠牲となった
高齢者福祉施設

多くの方が犠牲となった
高齢者福祉施設

洪水警報の
危険度分布

極めて危険

非常に危険

警戒

注意
今後の
情報等に留意

高

低
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防災情報を活用し 命を守る

地
震・津
波・火
山
噴
火
か
ら
身
を
守
る
た
め

情
報
精
度
の
進
化
を
図
る

気
象
庁
で
は
気
象
予
報
以
外
に
も
、
地
震
・
津

波
、
火
山
噴
火
に
よ
る
災
害
の
防
止
や
軽
減
の
た
め

に
、
緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
・
津
波
警
報
・
津

波
注
意
報
、
噴
火
警
報
や
噴
火
速
報
な
ど
、
国
民
の

命
を
守
る
た
め
の
防
災
情
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。こ

れ
ら
の
防
災
情
報
の
精
度
を
さ
ら
に
進
化
さ
せ
る
た

め
、
技
術
的
な
改
善
や
体
制
の
強
化
を
図
り
、
迅
速

か
つ
正
確
な
情
報
発
信
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

地
震	

EARTHQ
UAKE

Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
速
度
差
を
利
用
し
て

緊
急
地
震
速
報
を
発
表

地
震
に
伴
っ
て
発
生
す
る
地
震
波
に
は
、
速
度
は
早

い
が
弱
い
揺
れ
の
Ｐ
波（
秒
速
約
７
㎞
）と
、速
度
は
遅

い
が
強
い
揺
れ
の
Ｓ
波（
秒
速
約
４
㎞
）の
２
種
類
が

あ
り
ま
す
が
、　
緊
急
地
震
速
報
は
Ｐ
波
と
Ｓ
波
の
速

度
の
違
い
を
利
用
し
て
、大
き
く
揺
れ
始
め
る
前
に
安

全
行
動
を
と
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の
情
報
で
す
。
震
源

に
近
い
地
震
計
で
Ｐ
波
を
観
測
す
る
と
直
ち
に
そ
の

デ
ー
タ
が
気
象
庁
に
送
ら
れ
て
、震
源
の
位
置
や
地
震

の
規
模（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
：
M
）を
推
定
し
、
各
地

の
震
度
や
到
達
時
刻
を
予
測
し
ま
す
。
し
か
し
、
緊

急
地
震
速
報
を
受
信
し
て
か
ら
実
際
の
揺
れ
が
到
達

す
る
ま
で
の
時
間
は
数
秒
か
ら
数
十
秒
と
短
く
、震
源

に
近
い
場
所
で
は
強
い
揺
れ
が
来
る
の
に
間
に
合
わ

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

平
成
23
年
３
月
の
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震（
東

日
本
大
震
災
）の
翌
日
に
は
、
福
島
県
沖（
Ｍ
４・８
）

と
長
野
県
北
部（
Ｍ
３・５
）の
２
カ
所
で
、
ほ
ぼ
同
時

に
規
模
の
小
さ
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

を
一
つ
の
大
き
な
地
震
と
し
て
処
理
し
た
た
め
、震
度

を
過
大
に
予
測
し
て
緊
急
地
震
速
報
を
発
表
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、こ
の
よ
う
な
事
象
が
頻
発

し
、強
い
揺
れ
が
来
る
と
身
構
え
て
い
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
弱
い
揺
れ
し
か
来
な
か
っ
た
と
い
う
事
態
が
続

き
ま
し
た
。

二
つ
の
新
手
法
を
導
入
し

迅
速・確
実
な
緊
急
地
震
速
報
へ

そ
こ
で
、緊
急
地
震
速
報
の
精
度
向
上
の
た
め
の
技

術
改
善
を
行
い
、
平
成
28
年
12
月
よ
り
Ｉ
Ｐ
Ｆ（
ア
イ

ピ
ー
エ
フ
）法※１と
い
う
手
法
を
用
い
た
運
用
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、地
震
の
揺
れ
の
観
測
デ
ー

タ
か
ら「
揺
れ
始
め
の
時
刻
」を
主
に
使
っ
て
震
源
を

推
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
Ｉ
Ｐ
Ｆ
法
で
は「
揺
れ
始
め

の
時
刻
」「
震
源
ま
で
の
推
定
距
離
」「
推
定
し
た
震
源

の
方
向
」「
観
測
さ
れ
た
振
幅
」な
ど
の
解
析
結
果
を
総

合
的
に
判
断
し
て
、一
番
確
か
ら
し
い
震
源
の
位
置
を

推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ

に
よ
り
、
複
数
の
地
震
が
ほ
ぼ
同
時
に
発
生
し
て
も
、

別
々
の
地
震
と
し
て
処
理
し
、震
源
を
適
切
に
推
定
す

る
こ
と
で
、よ
り
確
実
な
緊
急
地
震
速
報
を
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

地
震
は
、
岩
盤
が
断
層
を
境
に
動
く
こ
と
で
発
生

し
ま
す
が
、
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
の
よ
う
な
巨

大
地
震
で
は
、断
層
が
大
き
く
な
る
た
め
非
常
に
広
い

範
囲
か
ら
地
震
波
が
放
出
さ
れ
ま
す
。
こ
の
た
め
、震

源
と
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
か
ら
震
度
を
予
測
す
る
方
法
で

は
、強
く
揺
れ
る
地
域
を
適
切
に
予
測
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ（
プ
ラ
ム
）法※２と
い
う

「
あ
る
場
所
で
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
ら
、
そ
の
周
辺

で
も
同
じ
よ
う
に
強
く
揺
れ
る
」と
い
う
考
え
に
基
づ

い
て
震
度
を
予
測
す
る
新
た
な
手
法
を
開
発
中
で
あ

り
、平
成
29
年
度
中
の
運
用
開
始
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

緊急地震速報の仕組み

平成23年3月12日に福島県沖と長
野県北部でほぼ同時に発生した地
震の震源（×）と観測された地震の
揺れ※1　Integrated Particle Filter 法　　※2　Propagation of Local Undamped Motion 法

震度 ４
震度 ３
震度 ２
震度 １
震源
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火
山	

VO
LCANO

日
本
の
活
火
山
１
１
０
の
う
ち

50
の
活
火
山
を
24
時
間
観
測

日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
火
山
が
あ
り
ま
す
。そ
の
う

ち
、お
お
む
ね
過
去
１
万
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山
お

よ
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
１
１
０
の
火
山
が

「
活
火
山
」で
す
。
気
象
庁
は
、
こ
の
活
火
山
を
対
象

に
噴
火
警
報
・
予
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

噴
火
警
報
は
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
火
山
現
象

の
発
生
や
、
そ
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に「
警
戒

が
必
要
な
範
囲
」を
明
示
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
生

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
火
山
現
象
と
は
、
大
き
な
噴
石
、

火
砕
流
、融ゆ

う
雪せ
つ
型が
た
火か

山ざ
ん
泥で
い
流り
ゅ
うな
ど
、発
生
か
ら
短
時
間

で
火
口
周
辺
や
居
住
地
域
に
到
達
し
、避
難
す
る
ま
で

の
時
間
猶
予
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現
象
が
中
心
で
す
。

気
象
庁
で
は
、
１
１
０
あ
る
活
火
山
の
中
で
も
、
今

後
１
０
０
年
程
度
の
中
長
期
的
な
噴
火
の
可
能
性
お

よ
び
社
会
的
影
響
を
踏
ま
え
て
選
定
さ
れ
た
50
の
活

火
山
を
常
時
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の
常
時
観
測
火

山
に
つ
い
て
は
、
噴
火
の
前
兆
を
捉
え
て
噴
火
警
報
な

ど
を
的
確
に
発
表
す
る
た
め
に
、
地
震
計
、
空
震
計
、

傾
斜
計
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ※
４、
遠
望
カ
メ
ラ
な
ど
の
観
測
施
設

を
整
備
し
、
火
山
活
動
を
24
時
間
体
制
で
常
時
観
測・

監
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、常
時
観
測
し
て
い
る
50
の
活
火
山
の
う
ち
38

の
活
火
山
で
は
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
と
は
、火
山
活
動
の
状
況
に

応
じ
た「
警
戒
が
必
要
な
範
囲
」と「
と
る
べ
き
防
災
対

応
」を
五
段
階
に
区
分※
５し
た
も
の
で
す
。
気
象
庁
が
噴

監視カメラ
Camera

GNSS

傾斜計
Tiltmeter

空震計
Low-frequency
microphone

GNSS

地震計
Seismometer

火
警
報
な
ど
で
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
発
表
す
る
と
、地

元
で
は
予
め
定
め
た
避
難
計
画
に
基
づ
い
て
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
防
災
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

の
噴
火
災
害
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
の
推
進

平
成
26
年
９
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
で
は
、
死
者・行

方
不
明
者
が
63
名
に
上
る
な
ど
、
大
き
な
人
的
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
受
け
て
現
在
、
火

山
観
測
監
視
体
制
の
強
化
や
火
山
情
報
の
改
善
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
に
は
、新
た
に
気

象
庁
本
庁
に「
火
山
監
視
・
警
報
セ
ン
タ
ー
」を
、
札

幌
、
仙
台
、
福
岡
管
区
気
象
台
に「
地
域
火
山
監
視
・

警
報
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
１
お
よ
び
噴
火
予
報
に
用
い
て
い
た「
平
常
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
誤
解
を
生
じ
や
す
い
た
め
、活

火
山
で
あ
る
こ
と
を
適
切
に
理
解
で
き
る
よ
う「
活
火

山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
」と
表
現
を
改
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
は
、
登
山
中
の
方
や

周
辺
に
住
ん
で
い
る
方
に
、火
山
が
噴
火
し
た
こ
と
を

い
ち
早
く
伝
え
る
た
め
、
噴
火
速
報
の

発
表
も
始
め
て
い
ま
す
。
噴
火
速
報
は
、

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
端
末
な
ど
で
も
知

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

１
１
０
あ
る
活
火
山
は
、
穏
や
か
に

見
え
て
も「
活
火
山
」で
あ
る
こ
と
に
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
観
光
や
登

山
目
的
で
多
く
の
方
々
が
楽
し
む
山
で

も
あ
り
ま
す
。
訪
れ
る
際
は
、
火
山
防

災
マ
ッ
プ
を
見
て
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
き
、
噴
火
予
報
や

噴
火
警
報
、
噴
火
速
報
に
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

※5  詳細は気象庁 HP「噴火警戒レベルの説明」をご参照ください。
     http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/
     level_toha/level_toha.htm

常時観測活火山の一つ浅間山山頂部の噴煙の状況。同山は火口周辺警報
（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）が継続している（平成29年3月3日時
点。写真は同年１月18日撮影）。

火山の連続監視のイメージ図

※4　Global Navigation Satellite System ／全球測位衛星システム

火山監視・
警報センター
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Ｉ
Ｐ
Ｆ
法
に
加
え
、
Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｍ
法
も
導
入
す
る
こ
と

で
、さ
ら
に
精
度
の
高
い
緊
急
地
震
速
報
を
発
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、緊
急
地
震
速
報
は
地
震
の
予
知
で
は
な
い

た
め
、
強
い
揺
れ
が
来
る
ま
で
に
は
、
わ
ず
か
な
時
間

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。わ
ず
か
な
時
間
で
も
最
善
の
行
動

が
で
き
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
緊
急
地
震
速
報
を
見

聞
き
し
た
と
き
に
、ど
の
よ
う
な
対
応
を
す
る
か
を
決

め
て
お
く
な
ど
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

津
波	

TSUNAM
I

津
波
に
は
長
時
間
の
注
意
と
警
戒
が
必
要

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
は
、
三
陸
沖
を
震
源
と

す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９・０
と
い
う
巨
大
な
地
震
で

し
た
。
こ
の
地
震
に
よ
り
、東
北
地
方
の
太
平
洋
沿
岸

を
は
じ
め
と
し
て
北
海
道
か
ら
沖
縄
に
か
け
て
広
い

範
囲
で
津
波
が
観
測
さ
れ
、
東
日
本
の
太
平
洋
沿
岸

各
地
で
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
こ
と
は
、ま
だ
記

憶
に
新
し
い
と
思
い
ま
す
。
津
波
の
高
さ
が
10ｍ
以
上

あ
っ
た
範
囲
が
４
０
０
㎞
を
超
え
、
さ
ら
に
平
野
部
の

浸
水
域
は
内
陸
に
５
㎞
以
上
に
も
及
び
ま
し
た※３。

そ
も
そ
も
津
波
は
、
海
底
下
の
浅
い
場
所
で

発
生
す
る
大
き
な
地
震
に
よ
り
海
底
の
地
形

が
大
き
く
変
動
し
、
直
上
の
海
水
が
大
き
く
盛

り
上
っ
た
り
へ
こ
ん
だ
り
す
る
こ
と
で
発
生
し

ま
す
。
気
象
庁
で
は
日
本
近
海
で
大
き
な
地
震

が
発
生
し
た
場
合
に
、津
波
が
発
生
す
る
か
ど

う
か
を
解
析
し
、
そ
の
結
果
、
津
波
に
よ
る
災

害
発
生
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
全
国
を
66

区
域
に
分
け
た
津
波
予
報
区
に
対
し
て
、
地
震

が
発
生
し
て
か
ら
約
３
分
を
目
標
に
津
波
警
報・注
意

報
の
第
一
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、地
震
発

生
か
ら
約
３
分
で
推
定
し
た
地
震
の
規
模（
Ｍ
７・９
）

が
過
小
で
あ
る
可
能
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
さ
ら
に
、最
初
の
津
波
情
報
で
発
表
し

た
津
波
の
観
測
値
が
低
か
っ
た
こ
と
で
、「
今
回
の
津

波
は
大
し
た
こ
と
は
な
い
」と
い
う
思
い
込
み
が
生
じ
、

避
難
の
遅
れ
や
中
断
に
つ
な
が
っ
た
な
ど
の
課
題
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
を
超
え
る

よ
う
な
巨
大
地
震
は
、
短
時
間
で
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

が
精
度
よ
く
特
定
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
の

た
め
、
巨
大
地
震
の
可
能
性
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
津
波
警
報・注
意
報
の
第
一
報
を
、
そ
の

海
域
で
想
定
さ
れ
て
い
る
最
大
規
模
の
津
波
の
高
さ

に
基
づ
き
、「
巨
大
」や「
高
い
」な
ど
の
言
葉
で
発
表
す

る
こ
と
で
、
非
常
事
態
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
り
、
観

測
値
が
予
想
さ
れ
る
津
波
の
高
さ
よ
り
大
幅
に
低
い

間
は
、「
高
い
津
波
が
来
な
い
」と
誤
解
さ
れ
な
い
よ
う

「
観
測
中
」と
発
表
し
た
り
す
る
な
ど
の
改
善
を
図
り

ま
し
た
。

従
来
の
観
測
デ
ー
タ
に
加
え

新
た
な
観
測
デ
ー
タ
を
活
用

さ
ら
に
気
象
庁
は
、発
表
中
の
津
波
警
報
な
ど
の
更

新
を
従
来
よ
り
も
早
い
タ
イ
ミ
ン
グ
で
行
っ
た
り
、
沖

合
の
津
波
の
観
測
に
関
す
る
情
報
を
発
表
し
た
り
す

る
た
め
に
、平
成
24
年
３
月
か
ら
沖
合
の
水
圧
式
津
波

計
の
活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
平
成
28
年
７
月

か
ら
は
従
来
の
観
測
デ
ー
タ
に
加
え
、国
立
研
究
開
発

法
人 

防
災
科
学
技
術
研
究
所
が
運
用
す
る
日
本
海

溝
海
底
地
震
津
波
観
測
網（
Ｓ 

ー 

ｎｅ
ｔ
）、
地
震
・
津

波
観
測
監
視
シ
ス
テ
ム（
Ｄ
Ｏ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）の
海
底
津
波
計

の
デ
ー
タ
活
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
　

海
岸
で
強
い
揺
れ
を
感
じ
た
り
、ま
た
は
弱
く
て
も

長
時
間
ゆ
っ
く
り
と
し
た
揺
れ
を
感
じ
た
り
し
た
場
合

や
、
津
波
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

直
ち
に
海
岸
か
ら
離
れ
、で
き
る
だ
け
高
い
場
所
に
避

難
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
津
波
は
繰
り
返
し
襲
っ
て

き
ま
す
。
津
波
警
報
・
注
意
報
が
解
除
さ
れ
る
ま
で
は
、

安
全
な
場
所
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

紀伊半島から四国沖の南海トラフに設置
しているDONETの海底津波計分布図

S-net の海底津波計分布図。
125地点に海底津波計を設置している。

※3　「東北地方太平洋沖地震津波合同調査グループ」の調査による
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特集

防災情報を活用し 命を守る

火
山	

VO
LCANO

日
本
の
活
火
山
１
１
０
の
う
ち

50
の
活
火
山
を
24
時
間
観
測

日
本
に
は
た
く
さ
ん
の
火
山
が
あ
り
ま
す
。そ
の
う

ち
、お
お
む
ね
過
去
１
万
年
以
内
に
噴
火
し
た
火
山
お

よ
び
現
在
活
発
な
噴
気
活
動
の
あ
る
１
１
０
の
火
山
が

「
活
火
山
」で
す
。
気
象
庁
は
、
こ
の
活
火
山
を
対
象

に
噴
火
警
報
・
予
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

噴
火
警
報
は
、
生
命
に
危
険
を
及
ぼ
す
火
山
現
象

の
発
生
や
、
そ
の
拡
大
が
予
想
さ
れ
る
場
合
に「
警
戒

が
必
要
な
範
囲
」を
明
示
し
て
発
表
し
て
い
ま
す
。
生

命
に
危
険
を
及
ぼ
す
火
山
現
象
と
は
、
大
き
な
噴
石
、

火
砕
流
、融ゆ

う
雪せ
つ
型が
た
火か

山ざ
ん
泥で
い
流り
ゅ
うな
ど
、発
生
か
ら
短
時
間

で
火
口
周
辺
や
居
住
地
域
に
到
達
し
、避
難
す
る
ま
で

の
時
間
猶
予
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現
象
が
中
心
で
す
。

気
象
庁
で
は
、
１
１
０
あ
る
活
火
山
の
中
で
も
、
今

後
１
０
０
年
程
度
の
中
長
期
的
な
噴
火
の
可
能
性
お

よ
び
社
会
的
影
響
を
踏
ま
え
て
選
定
さ
れ
た
50
の
活

火
山
を
常
時
観
測
し
て
い
ま
す
。
こ
の
常
時
観
測
火

山
に
つ
い
て
は
、
噴
火
の
前
兆
を
捉
え
て
噴
火
警
報
な

ど
を
的
確
に
発
表
す
る
た
め
に
、
地
震
計
、
空
震
計
、

傾
斜
計
、
Ｇ
Ｎ
Ｓ
Ｓ※
４、
遠
望
カ
メ
ラ
な
ど
の
観
測
施
設

を
整
備
し
、
火
山
活
動
を
24
時
間
体
制
で
常
時
観
測・

監
視
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、常
時
観
測
し
て
い
る
50
の
活
火
山
の
う
ち
38

の
活
火
山
で
は
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
運
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
と
は
、火
山
活
動
の
状
況
に

応
じ
た「
警
戒
が
必
要
な
範
囲
」と「
と
る
べ
き
防
災
対

応
」を
五
段
階
に
区
分※
５し
た
も
の
で
す
。
気
象
庁
が
噴

監視カメラ
Camera

GNSS

傾斜計
Tiltmeter

空震計
Low-frequency
microphone

GNSS

地震計
Seismometer

火
警
報
な
ど
で
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
発
表
す
る
と
、地

元
で
は
予
め
定
め
た
避
難
計
画
に
基
づ
い
て
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
防
災
対
策
が
と
ら
れ
て
い
ま
す
。

御お
ん

嶽た
け

山さ
ん

の
噴
火
災
害
を
踏
ま
え
た

取
り
組
み
の
推
進

平
成
26
年
９
月
の
御
嶽
山
の
噴
火
で
は
、
死
者・行

方
不
明
者
が
63
名
に
上
る
な
ど
、
大
き
な
人
的
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
災
害
を
受
け
て
現
在
、
火

山
観
測
監
視
体
制
の
強
化
や
火
山
情
報
の
改
善
な
ど

を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
４
月
に
は
、新
た
に
気

象
庁
本
庁
に「
火
山
監
視
・
警
報
セ
ン
タ
ー
」を
、
札

幌
、
仙
台
、
福
岡
管
区
気
象
台
に「
地
域
火
山
監
視
・

警
報
セ
ン
タ
ー
」を
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
噴
火
警

戒
レ
ベ
ル
１
お
よ
び
噴
火
予
報
に
用
い
て
い
た「
平
常
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
は
誤
解
を
生
じ
や
す
い
た
め
、活

火
山
で
あ
る
こ
と
を
適
切
に
理
解
で
き
る
よ
う「
活
火

山
で
あ
る
こ
と
に
留
意
」と
表
現
を
改
め
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
27
年
８
月
か
ら
は
、
登
山
中
の
方
や

周
辺
に
住
ん
で
い
る
方
に
、火
山
が
噴
火
し
た
こ
と
を

い
ち
早
く
伝
え
る
た
め
、
噴
火
速
報
の

発
表
も
始
め
て
い
ま
す
。
噴
火
速
報
は
、

気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
他
、
テ
レ

ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
端
末
な
ど
で
も
知

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

１
１
０
あ
る
活
火
山
は
、
穏
や
か
に

見
え
て
も「
活
火
山
」で
あ
る
こ
と
に
違

い
は
あ
り
ま
せ
ん
。
併
せ
て
観
光
や
登

山
目
的
で
多
く
の
方
々
が
楽
し
む
山
で

も
あ
り
ま
す
。
訪
れ
る
際
は
、
火
山
防

災
マ
ッ
プ
を
見
て
、
あ
ら
か
じ
め
避
難

場
所
を
確
認
し
て
お
き
、
噴
火
予
報
や

噴
火
警
報
、
噴
火
速
報
に
注
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

※5  詳細は気象庁 HP「噴火警戒レベルの説明」をご参照ください。
     http://www.data.jma.go.jp/svd/vois/data/tokyo/STOCK/kaisetsu/
     level_toha/level_toha.htm

常時観測活火山の一つ浅間山山頂部の噴煙の状況。同山は火口周辺警報
（噴火警戒レベル２、火口周辺規制）が継続している（平成29年3月3日時
点。写真は同年１月18日撮影）。

火山の連続監視のイメージ図

※4　Global Navigation Satellite System ／全球測位衛星システム

火山監視・
警報センター
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「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は

必
ず
発
生
す
る
も
の
」

と
い
う
意
識
の
も
と
身
を
守
る
行
動
を

国
土
交
通
省
の
各
河
川
事
務
所
や
都
道
府
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
平
時
よ
り
水

害
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、当
該
河
川
が
氾

濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
」と
し
て
指
定
し
、
指
定
の
区
域
お
よ

び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
、
浸
水
継
続

時
間
を
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
と
し
て
公
表
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
国
土
交
通
省
で
は
、
想
定
最
大
規
模

降
雨
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
情
報
は
順
次
公
開
し
て
お

り
、
本
年
中
に
は
全
て
公
表
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、平
成
28
年
３
月
に
は「
川
の
防
災
情
報 

ス
マ

ホ
版
」を
公
開
し
ま
し
た
。「
雨
の
状
況
」「
河
川
の
水
位

と
危
険
性
」「
河
川
の
予
警
報
」な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
お
知
ら
せ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
に
よ
り
見
や
す
い
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
サ

イ
ト
内
で
も
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

鬼
怒
川
の
洪
水
氾
濫
被
害
の
際
、
早
く
に
避
難
指

示
や
避
難
勧
告
を
出
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
が
、

特集

防災情報を活用し 命を守る

ら
、
自
治
体
の
情
報
を
確
認
し
河
川
管
理
者
か
ら
の

情
報
も
参
考
に
し
な
が
ら
、適
切
な
防
災
行
動
を
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
は
、「
水
防
災
意
識

社
会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
１
０
９
水
系
で
の
配

信
を
目
標
と
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
、
自
治
体
、
携

帯
事
業
者
の
準
備
が
整
っ
た
地
域
か
ら
順
次
開
始
す

る
予
定
で
す
。
平
成
28
年
９
月
、
国
土
交
通
省
が
管

理
す
る
１
０
９
水
系
の
自
治
体
に
先
ん
じ
て
、鬼
怒
川

流
域
に
あ
る
茨
城
県
常じ

ょ
う
そ
う
し

総
市
と
、
過
去
に
水
害
経
験

が
あ
る
肱ひ

じ

川か
わ

流
域
の
愛

媛
県
大お

お
洲ず

市し

で
配
信
が

始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
２
月
現
在
、

実
際
の
洪
水
時
に
洪
水

情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配

信
を
実
施
し
た
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
総

市
で
は
、
県・市
と
鬼
怒

川
流
域
を
管
理
す
る
関

東
地
方
整
備
局
下
館
河

川
国
道
事
務
所
が
共
同

で
、
鬼
怒
川
が
氾
濫
し

た
と
い
う
想
定
の
も
と
、

実
際
に
住
民
へ
の
メ
ー

ル
配
信
を
含
む
、
情
報

伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

河川管理者（国）・
気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局） 一般住民

メール・
FAX等

関係自治体、報道機関等

携帯電話会社
（NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、

ソフトバンク（ワイモバイル含む））

洪水情報

テレビ・ラジオ
インターネット等

緊急速報メール

従来

追加 追加

従来

豪
雨
の
時
間
帯
が
夜
間
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

豪
雨
の
た
め
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

な
ど
の
理
由
で
、
多
く
の
住
民
の
避
難
が
遅

れ
ま
し
た
。「
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
」と
い
う

思
い
か
ら
避
難
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
住
民
一
人
一
人
が
情
報
イ
ン

フ
ラ
ツ
ー
ル
か
ら
洪
水
情
報
を
的
確
に
把
握

で
き
れ
ば
、
迅
速
か
つ
適
切
な
防
災
行
動
を

取
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。「
施
設
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」と
い
う

意
識
の
も
と
、洪
水
時
の
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
る
た

め
に
、
そ
し
て
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
情
報
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●川の防災情報 スマホ版　http://www.river.go.jp/s/xmn0105010/

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

常総市へ配信される
鬼怒川の洪水情報の例
（河川氾濫のおそれ）

平成28年９月に常総市内の体育館
で行われた情報伝達訓練の様子

【見本】
（件名）
河川氾濫のおそれ
（本文）
鬼怒川で氾濫のおそれ
鬼怒川の◯◯（◯◯市）付近で、
水位が上昇し、避難勧告等の目
安となる「氾濫危険水位」に到
達しました。堤防が壊れるなど
により浸水のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど、適切な防災行動を
とってください。
このメールは、常総市域に配信
しています。
（国土交通省）
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近
年
、
台
風
や
集
中
豪
雨
を
起
因
と
し
た
河
川
の

洪
水
氾
濫
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
９

月
の
関
東
・
東
北
豪
雨
で
は
、
国
が
管
理
す
る
鬼き

怒ぬ

川が
わ

に
お
い
て
、
越え
っ

水す
い

や
堤
防
決
壊
な
ど
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
流
域
の
広
い
地
域
に
わ
た
り
約

一
万
棟
の
家
屋
が
浸
水
し
、
約
４
３
０
０
人
も
の
孤

立
者
が
発
生
し
た
他
、
流
域
の
田
畑
に
も
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
国
土
交
通

省
は「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生

す
る
も
の
」と
い
う
意
識
の
も
と
、
社
会
全
体
で
洪
水

氾
濫
に
備
え
る
た
め
、同
年
12
月
に「
水
防
災
意
識
社

会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」を
策
定
し
ま
し
た
。
河
川
管
理

者
・
都
道
府
県
・
市
区
町
村
な
ど
か
ら
な
る
協
議
会

を
新
た
に
設
置
し
て
、
減
災
の
た
め
の
目
標
を
共
有

し
、ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
が
一
体
と
な
っ
た
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
水
防
災
対
策

ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
、洪
水
氾
濫
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
堤
防
か
ら
水
が
溢
れ
な
い
よ
う
に
し
た
り
、
も

し
堤
防
か
ら
水
が
溢
れ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
、
堤
防

決
壊
ま
で
の
時
間
を
少
し
で
も
引
き
延
ば
す
工
夫
を

し
た
り
す
る
な
ど
河
川
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、
新
た
な
情
報
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー

ル
を
構
築
し
ま
す
。水
害
リ
ス
ク
の
高
い
地
域
を
中
心

に
、
携
帯
電
話
事
業
者
が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー

ル
を
活
用
し
た「
洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
」な

ど
、住
民
の
皆
さ
ま
が
自
ら
リ
ス
ク
を
察
知
し
主
体
的

に
避
難
で
き
る
よ
う
、住
民
目
線
で
の
対
策
を
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

避
難
行
動
の
き
っ
か
け
と
な
る

洪
水
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
提
供

新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型

配
信
と
は
、
国
土
交
通
省
が
発
信
元
に
な
り
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ

ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ・沖
縄
セ
ル
ラ
ー
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク

（
ワ
イ
モ
バ
イ
ル
含
む
）と
い
っ
た
携
帯
電
話
事
業
者

が
提
供
す
る
緊
急
速
報
メ
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し

て
、洪
水
情
報
を
携
帯
電
話
の
ユ
ー
ザ
ー
へ
国
土
交
通

省
が
直
接
周
知
す
る
も
の
で
す
。
緊
急
速
報
メ
ー
ル

は
、多
く
の
方
が
一
度
は
体
験
し
た
こ
と
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。地
震
発
生
時
な
ど
に
携
帯
電
話

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
自
動
的
に
通
知
さ
れ
る
シ
ス

テ
ム
で
す
。

従
来
の
洪
水
情
報
は
、
河
川
管
理
者
が
関
係
自
治

体
や
報
道
機
関
に
配
信
し
て
、こ
れ
を
元
に
自
治
体
が

避
難
指
示
や
避
難
勧
告
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
通
じ
て
住

民
個
々
へ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報

提
供
に
加
え
て
、洪
水
時
に
お
け
る
住
民
の
皆
さ
ま
の

小貝川

鬼怒川

国道294号（常総バイパス）

中妻駅 関東鉄道常総線

水海道中学校

北水海道駅

大生小学校

水海道第二高等学校

八間堀川排水機場 常総市役所
鬼怒川の氾濫による被災状況

主
体
的
な
避
難
行
動
を
促
進
す
る
取
り
組
み
と
し
て
、

国
土
交
通
省
が
洪
水
情
報
を
直
接
住
民
個
々
の
携
帯

電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
へ
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す
。

配
信
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は「
河
川
氾
濫
の
恐
れ
が
あ

る
」状
態
、「
河
川
の
水
が
堤
防
を
越
え
て
流
れ
出
て
い

る
」状
態
、「
堤
防
が
壊
れ
河
川
の
水
が
大
量
に
溢
れ

出
し
て
い
る
」状
態
で
洪
水
情
報
が
配
信
さ
れ
ま
す
。

避
難
指
示
や
避
難
勧
告
は
各
自
治
体
が
行
い
ま
す

が
、住
民
の
皆
さ
ま
に
は
緊
急
速
報
メ
ー
ル
が
届
い
た

洪
水
の
危
険
性
を
い
ち
早
く
知
ら
せ
る

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
を
開
始
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「
施
設
で
は
防
ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は

必
ず
発
生
す
る
も
の
」

と
い
う
意
識
の
も
と
身
を
守
る
行
動
を

国
土
交
通
省
の
各
河
川
事
務
所
や
都
道
府
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
平
時
よ
り
水

害
リ
ス
ク
を
認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、当
該
河
川
が
氾

濫
し
た
場
合
に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
区
域
を「
洪
水

浸
水
想
定
区
域
」と
し
て
指
定
し
、
指
定
の
区
域
お
よ

び
浸
水
し
た
場
合
に
想
定
さ
れ
る
水
深
、
浸
水
継
続

時
間
を
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
と
し
て
公
表
し
て
い

ま
す
。
現
在
、
国
土
交
通
省
で
は
、
想
定
最
大
規
模

降
雨
に
よ
る
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
の
作
成
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
情
報
は
順
次
公
開
し
て
お

り
、
本
年
中
に
は
全
て
公
表
で
き
る
予
定
で
す
。

ま
た
、平
成
28
年
３
月
に
は「
川
の
防
災
情
報 

ス
マ

ホ
版
」を
公
開
し
ま
し
た
。「
雨
の
状
況
」「
河
川
の
水
位

と
危
険
性
」「
河
川
の
予
警
報
」な
ど
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
お
知
ら
せ
す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
向
け
に
よ
り
見
や
す
い
画
面
に
な
っ
て
い
ま
す
。
サ

イ
ト
内
で
も
洪
水
浸
水
想
定
区
域
図
を
確
認
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

鬼
怒
川
の
洪
水
氾
濫
被
害
の
際
、
早
く
に
避
難
指

示
や
避
難
勧
告
を
出
し
た
自
治
体
も
あ
り
ま
し
た
が
、

特集

防災情報を活用し 命を守る

ら
、
自
治
体
の
情
報
を
確
認
し
河
川
管
理
者
か
ら
の

情
報
も
参
考
に
し
な
が
ら
、適
切
な
防
災
行
動
を
と
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

洪
水
情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配
信
は
、「
水
防
災
意
識

社
会 

再
構
築
ビ
ジ
ョ
ン
」に
お
い
て
、
平
成
32
年
度
ま

で
に
国
土
交
通
省
が
管
理
す
る
１
０
９
水
系
で
の
配

信
を
目
標
と
し
て
お
り
、
国
土
交
通
省
、
自
治
体
、
携

帯
事
業
者
の
準
備
が
整
っ
た
地
域
か
ら
順
次
開
始
す

る
予
定
で
す
。
平
成
28
年
９
月
、
国
土
交
通
省
が
管

理
す
る
１
０
９
水
系
の
自
治
体
に
先
ん
じ
て
、鬼
怒
川

流
域
に
あ
る
茨
城
県
常じ

ょ
う
そ
う
し

総
市
と
、
過
去
に
水
害
経
験

が
あ
る
肱ひ

じ

川か
わ

流
域
の
愛

媛
県
大お

お
洲ず

市し

で
配
信
が

始
ま
り
ま
し
た
。

平
成
29
年
２
月
現
在
、

実
際
の
洪
水
時
に
洪
水

情
報
の
プ
ッ
シ
ュ
型
配

信
を
実
施
し
た
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
常
総

市
で
は
、
県・市
と
鬼
怒

川
流
域
を
管
理
す
る
関

東
地
方
整
備
局
下
館
河

川
国
道
事
務
所
が
共
同

で
、
鬼
怒
川
が
氾
濫
し

た
と
い
う
想
定
の
も
と
、

実
際
に
住
民
へ
の
メ
ー

ル
配
信
を
含
む
、
情
報

伝
達
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

河川管理者（国）・
気象庁

洪水予報作成・発表
（地方整備局） 一般住民

メール・
FAX等

関係自治体、報道機関等

携帯電話会社
（NTTドコモ、KDDI・沖縄セルラー、

ソフトバンク（ワイモバイル含む））

洪水情報

テレビ・ラジオ
インターネット等

緊急速報メール

従来

追加 追加

従来

豪
雨
の
時
間
帯
が
夜
間
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

豪
雨
の
た
め
防
災
無
線
が
聞
こ
え
な
か
っ
た

な
ど
の
理
由
で
、
多
く
の
住
民
の
避
難
が
遅

れ
ま
し
た
。「
ま
だ
大
丈
夫
だ
ろ
う
」と
い
う

思
い
か
ら
避
難
を
し
な
か
っ
た
と
い
う
声
も

聞
か
れ
ま
す
。
住
民
一
人
一
人
が
情
報
イ
ン

フ
ラ
ツ
ー
ル
か
ら
洪
水
情
報
を
的
確
に
把
握

で
き
れ
ば
、
迅
速
か
つ
適
切
な
防
災
行
動
を

取
る
可
能
性
が
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。「
施
設
で
は
防

ぎ
き
れ
な
い
大
洪
水
は
必
ず
発
生
す
る
も
の
」と
い
う

意
識
の
も
と
、洪
水
時
の
被
害
を
最
小
に
と
ど
め
る
た

め
に
、
そ
し
て
自
分
の
身
を
守
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら

の
情
報
イ
ン
フ
ラ
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

●川の防災情報 スマホ版　http://www.river.go.jp/s/xmn0105010/

洪水情報のプッシュ型配信イメージ

常総市へ配信される
鬼怒川の洪水情報の例
（河川氾濫のおそれ）

平成28年９月に常総市内の体育館
で行われた情報伝達訓練の様子

【見本】
（件名）
河川氾濫のおそれ
（本文）
鬼怒川で氾濫のおそれ
鬼怒川の◯◯（◯◯市）付近で、
水位が上昇し、避難勧告等の目
安となる「氾濫危険水位」に到
達しました。堤防が壊れるなど
により浸水のおそれがあります。
防災無線、テレビ等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を
図るなど、適切な防災行動を
とってください。
このメールは、常総市域に配信
しています。
（国土交通省）
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局
所
的
か
つ
突
発
的
な

土
砂
災
害
に
備
え

被
害
を
最
小
化
す
る

案
内
さ
れ
た
の
は
研
究
所
内
の
実
験
棟
に

あ
る
二
つ
の
ジ
オ
ラ
マ
。「
ザ
ザ
ザ
ザ
ー
」と
い

う
水
の
激
し
い
音
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
の
実

験
が
始
ま
り
ま
し
た
。山
か
ら
町
に
流
れ
る
川

に
大
量
の
水
と
土
砂
が
流
れ
込
み
、橋
や
建
物

を
押
し
流
し
て
い
き
ま
す
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
い
え
思
わ
ず
息
を
の
む
光
景
で
す
。
こ
れ

が
現
実
な
ら
、多
く
の
命
や
財
産
を
奪
う
甚
大

な
災
害
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
う
片

方
で
は
同
様
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
む
も

の
の
、
ス
リ
ッ
ト
状
の
堤
防※
１な
ど
で
せ
き
止
め

ら
れ
、被
害
は
小
さ
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
は
急
斜
面
が
多
く
、
山
の
近
く
ま
で

住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
あ
り
、

地
盤
の
弱
い
地
域
は
、土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ

め
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場
所
を
見
定
め
、
土

石
流
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防
え
ん
堤
な
ど
の
対

策
を
施
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、被
害
を
最
小
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の“
砂
防
”に
お
け
る

技
術
研
究
や
基
準
作
り
が
、私
た
ち
の
仕
事
で

す
」と
語
る
の
は
、国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所（
国
総
研
）土
砂
災
害
研
究
室
長
の
野
呂
智

之
で
す
。

し
か
し
相
手
は
自
然
。
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

発
生
す
る
か
、
予
測
の
難
し
さ
は
砂
防
に
お
い

て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
特
に
豪
雨
や
地
震
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
は
、局
所
的
か

つ
突
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
災

害
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
は
、継
続
的
に

地
形
や
土
砂
の
様
子
を
監
視
・
把
握
し
、中
長

期
的
に
施
策
を
講
じ
る
だ
け
で
な
く
、
土
砂
の

変
化
か
ら
危
険
を
察
知
し
て
迅
速
に
避
難
な

ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。	

人
工
衛
星
や
航
空
機
な
ど
で

空
か
ら
も
危
険
箇
所
を
検
出

土
砂
災
害
の
多
い
場
所
は
、
ひ
と
た
び
災

害
が
発
生
す
る
と
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
、二
次
災
害
の
危
険
も
あ
る
中
で
現
場

に
近
づ
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
土

砂
の
堆
積
に
よ
り
形
成
さ
れ
、河
川
の
流
れ
を

せ
き
止
め
て
し
ま
う「
河か

道ど
う
閉へ
い
塞そ
く（
天
然
ダ
ム
）」

（
以
下
、
天
然
ダ
ム
）も
、
決
壊
す
る
と
大
き

な
災
害
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
早
急
な
発

見
・
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
人
工
衛

星
や
航
空
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を
用
い
た

“
空
か
ら
”の
監
視・観
測
の
技
術
で
す
。
例
え

ば
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ※
２の
人
工
衛
星「
だ
い
ち
2
号
」や

海
外
の
人
工
衛
星
か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
波（
Ｓ

Ａ
Ｒ
）を
利
用
し
た
地
表
観
測
技
術
は
、天
候

や
昼
夜
を
問
わ
ず
、人
が
行
け
な
い
地
域
に
も

素
早
く
広
く
観
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、早
期
の

実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
験
段
階

な
が
ら
、す
で
に
平
成
23
年
の
台
風
第
12
号
に

よ
る
紀
伊
半
島
大
水
害
よ
り
実
際
に
活
用
さ

れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
調
査
が
で

き
な
い
悪
天
候
時
や
夜
間
で
も
７
カ

所
も
の
天
然
ダ
ム
を
見
つ
け
出
し
ま

し
た
。ま
た
、天
候
回
復
後
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
調
査
活
動
の
効
率
化

に
も
役
立
ち
、
迅
速
な
災
害
状
況
の

把
握
と
二
次
災
害
の
防
止
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。
他
に
も
平
成
28

※
２	

国
立
研
究
開
発
法
人	

宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構

※
１		

砂
防
え
ん
堤
の
形
式
の
一
つ
。
左
の
写
真
の
よ
う
に
、通
水
部

が
く
し
の
形
に
開
い
て
お
り
、こ
こ
か
ら
水
が
流
れ
土
砂
だ
け

が
せ
き
止
め
ら
れ
る

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

4

対策を何も施していない川。土砂が一気
に流れ込み、家が…

土砂災害研究室長
野呂 智之

平成23年台風第12号による天然ダム

砂防えん堤を整備した川は、土砂がせき止められ安全! 
水だけが川を流れていく。

12

国
土
の
７
割
が
山
地
と
い
う
日
本
。急
斜
面
が
多
く
、集
中
豪
雨
や
長
雨
、地
震
な
ど
に
よ
っ

て
、頻
繁
に
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。近
年
で
は
広
島
市
の
豪
雨
に
よ
り
多
発
し
た
土

砂
崩
れ
や
、熊
本
地
震
に
よ
る
大
規
模
な
土
砂
崩
れ
な
ど
を
思
い
出
す
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。

そ
う
し
た
土
砂
災
害
の
危
険
性
を
未
然
に
察
知
し
、防
災・減
災
に
役
立
て
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
が
、国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所 

土
砂
災
害
研
究
部
で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FILE 44

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所

土
砂
災
害
研
究
部 

土
砂
災
害
研
究
室

土
砂
災
害
か
ら
命
と
財
産
を
守
る

「
土
砂
災
害
の
専
門
医
」



13

局
所
的
か
つ
突
発
的
な

土
砂
災
害
に
備
え

被
害
を
最
小
化
す
る

案
内
さ
れ
た
の
は
研
究
所
内
の
実
験
棟
に

あ
る
二
つ
の
ジ
オ
ラ
マ
。「
ザ
ザ
ザ
ザ
ー
」と
い

う
水
の
激
し
い
音
と
と
も
に
、
土
砂
災
害
の
実

験
が
始
ま
り
ま
し
た
。山
か
ら
町
に
流
れ
る
川

に
大
量
の
水
と
土
砂
が
流
れ
込
み
、橋
や
建
物

を
押
し
流
し
て
い
き
ま
す
。シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
は
い
え
思
わ
ず
息
を
の
む
光
景
で
す
。
こ
れ

が
現
実
な
ら
、多
く
の
命
や
財
産
を
奪
う
甚
大

な
災
害
に
な
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
も
う
片

方
で
は
同
様
に
大
量
の
土
砂
が
流
れ
込
む
も

の
の
、
ス
リ
ッ
ト
状
の
堤
防※
１な
ど
で
せ
き
止
め

ら
れ
、被
害
は
小
さ
く
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
日
本
は
急
斜
面
が
多
く
、
山
の
近
く
ま
で

住
宅
地
が
広
が
っ
て
い
る
地
域
が
多
く
あ
り
、

地
盤
の
弱
い
地
域
は
、土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
環
境
と
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
か
じ

め
災
害
が
想
定
さ
れ
る
場
所
を
見
定
め
、
土

石
流
を
防
ぐ
た
め
の
砂
防
え
ん
堤
な
ど
の
対

策
を
施
し
、
さ
ら
に
は
そ
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、被
害
を
最
小
化
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の“
砂
防
”に
お
け
る

技
術
研
究
や
基
準
作
り
が
、私
た
ち
の
仕
事
で

す
」と
語
る
の
は
、国
土
技
術
政
策
総
合
研
究

所（
国
総
研
）土
砂
災
害
研
究
室
長
の
野
呂
智

之
で
す
。

し
か
し
相
手
は
自
然
。
ど
こ
で
ど
の
よ
う
に

発
生
す
る
か
、
予
測
の
難
し
さ
は
砂
防
に
お
い

て
も
変
わ
り
ま
せ
ん
。
特
に
豪
雨
や
地
震
な
ど

に
よ
る
土
砂
災
害
の
恐
ろ
し
さ
は
、局
所
的
か

つ
突
発
的
に
発
生
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
災

害
被
害
を
最
小
化
す
る
た
め
に
は
、継
続
的
に

地
形
や
土
砂
の
様
子
を
監
視
・
把
握
し
、中
長

期
的
に
施
策
を
講
じ
る
だ
け
で
な
く
、
土
砂
の

変
化
か
ら
危
険
を
察
知
し
て
迅
速
に
避
難
な

ど
の
対
策
を
と
る
こ
と
も
大
切
で
す
。	

人
工
衛
星
や
航
空
機
な
ど
で

空
か
ら
も
危
険
箇
所
を
検
出

土
砂
災
害
の
多
い
場
所
は
、
ひ
と
た
び
災

害
が
発
生
す
る
と
道
路
が
寸
断
さ
れ
る
こ
と

も
多
く
、二
次
災
害
の
危
険
も
あ
る
中
で
現
場

に
近
づ
け
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
方
、
土

砂
の
堆
積
に
よ
り
形
成
さ
れ
、河
川
の
流
れ
を

せ
き
止
め
て
し
ま
う「
河か

道ど
う
閉へ
い
塞そ
く（
天
然
ダ
ム
）」

（
以
下
、
天
然
ダ
ム
）も
、
決
壊
す
る
と
大
き

な
災
害
と
な
る
可
能
性
が
高
く
、
早
急
な
発

見
・
対
策
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
注
目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
人
工
衛

星
や
航
空
機
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
を
用
い
た

“
空
か
ら
”の
監
視・観
測
の
技
術
で
す
。
例
え

ば
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ※
２の
人
工
衛
星「
だ
い
ち
2
号
」や

海
外
の
人
工
衛
星
か
ら
発
せ
ら
れ
る
電
波（
Ｓ

Ａ
Ｒ
）を
利
用
し
た
地
表
観
測
技
術
は
、天
候

や
昼
夜
を
問
わ
ず
、人
が
行
け
な
い
地
域
に
も

素
早
く
広
く
観
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、早
期
の

実
用
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
試
験
段
階

な
が
ら
、す
で
に
平
成
23
年
の
台
風
第
12
号
に

よ
る
紀
伊
半
島
大
水
害
よ
り
実
際
に
活
用
さ

れ
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
調
査
が
で

き
な
い
悪
天
候
時
や
夜
間
で
も
７
カ

所
も
の
天
然
ダ
ム
を
見
つ
け
出
し
ま

し
た
。ま
た
、天
候
回
復
後
の
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
調
査
活
動
の
効
率
化

に
も
役
立
ち
、
迅
速
な
災
害
状
況
の

把
握
と
二
次
災
害
の
防
止
に
大
き

く
貢
献
し
ま
し
た
。
他
に
も
平
成
28

※
２	

国
立
研
究
開
発
法
人	

宇
宙
航
空
研
究
開
発

機
構

※
１		

砂
防
え
ん
堤
の
形
式
の
一
つ
。
左
の
写
真
の
よ
う
に
、通
水
部

が
く
し
の
形
に
開
い
て
お
り
、こ
こ
か
ら
水
が
流
れ
土
砂
だ
け

が
せ
き
止
め
ら
れ
る

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

4

対策を何も施していない川。土砂が一気
に流れ込み、家が…

土砂災害研究室長
野呂 智之

平成23年台風第12号による天然ダム

砂防えん堤を整備した川は、土砂がせき止められ安全! 
水だけが川を流れていく。
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も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
他
の
セ
ン
サ
ー
情

報
と
総
合
し
て
、Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
緊
急

災
害
対
策
派
遣
隊
）な
ど
の
初
動
対
応
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

現
地
に
赴
き
技
術
支
援
を
行
う

役
立
て
る
喜
び
が
仕
事
の
や
り
が
い
に

こ
う
し
た
最
新
技
術
に
関
す
る
研
究・開
発

は
、
既
存
の
技
術
や
研
究
成
果
を
政
策
の
企

画
・
立
案
に
役
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、自
治

体
や
民
間
組
織
へ
提
供
す
る
こ
と
も
国
総
研

の
重
要
な
役
割
で
す
。
土
砂
災
害
研
究
室
に

お
い
て
も
、
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
Ｔ
Ｅ

Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一
員
と
し
て
職
員
が
現
地

に
派
遣
さ
れ
、
近
年
で
は
平
成
26
年
の
広
島

土
砂
災
害
や
平
成
27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨

な
ど
に
お
い
て
、被
災
調
査
や
二
次
災
害
防
止

の
た
め
の
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
野
呂
、神

山
も
昨
年
の
熊
本
地
震
な
ど
の
災
害
の
際
に

は
現
地
に
入
り
、
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析

や
、今
後
の
危
険
性
や
対
策
な
ど
へ
の
助
言
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
国
の
機
関
か
ら
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
と
し
て
期
待
さ
れ
、重
大
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
と
い

い
ま
す
。

「
学
生
時
代
に
訪
れ
た
ネ
パ
ー
ル
で
災
害
に

苦
し
む
人
々
を
目
の
当
た
り
に
し
、
生
活
の

土
台
と
な
る
土
地
の
保
全
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
た
の
が
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

で
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
災
害
か

ら
１
日
で
も
早
く
復
興
で
き
る
よ
う
、
技
術

的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
神
山
）

さ
ら
に
、こ
う
し
た
技

術
支
援
は
国
際
的
に
も

行
わ
れ
て
お
り
、野
呂
も

ま
た	

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ※
を
通
じ

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
赴
任

し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

「
火
山
や
雨
も
多
く
、

土
砂
災
害
が
多
い
国

だ
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
日

本
の
技
術
が
役
立
つ
の
は
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
国
内
外
を
問
わ
ず
、
当
研
究
所
は
職
員

が
現
場
へ
赴
任
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
一
般

的
な
研
究
所
と
の
違
い
で
す
。研
究
だ
け
で
な

く
、
現
場
の
課
題
を
解
決
し
、そ
こ
か
ら
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
私
た
ち
の
存
在
意

義
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
」（
野
呂
）

国
総
研
は
総
合
病
院

専
門
医
と
し
て
砂
防
を
担
う

国
総
研
は
、住
宅・社
会
資
本
分
野
で
唯
一

の
国
の
研
究
機
関
と
し
て
平
成
13
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
河
川
や
道
路
、下
水
道
、砂
防
、

建
築
、
住
宅
、
港
湾
、
空
港
な
ど
に
関
す
る
技

術
研
究
を
行
い
、そ
の
研
究
を
基
に
し
た
技
術

基
準
の
作
成
や
災
害
活
動
支
援
、
自
治
体
や

民
間
組
織
へ
の
技
術
相
談
や
技
術
移
転
、さ
ら

に
研
究
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
な
ど
を
担
う
、

い
わ
ば
日
本
と
い
う
身
体
全
体
を
診
る
“
総

合
病
院
”
の
よ
う
な
機
関
で
す
。
そ
の
中
で
、

土
砂
災
害
研
究
室
は
土
砂
災
害
に
お
け
る
専

門
医
と
し
て
、平
常
時
に
は
大
地
の
定
期
的
な

観
測（
健
康
診
断
）を
行
い
、土
砂
災
害
の
予
兆

（
発
症
の
サ
イ
ン
）や
土
砂
災
害（
発
症
）を

早
期
発
見
、そ
し
て
迅
速
な
詳
細
調
査（
精
密

検
査
）や
対
策（
処
置
）を
行
う
こ
と
で
被
害

の
発
生
を
防
げ
る
よ
う
、日
々
研
究
に
い
そ
し

ん
で
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
研
究
は
、
天
気
予
報
の
よ
う
に

直
接
国
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
や
関
係
機
関
を

通
じ
て
政
策
支
援
や
工
法
検

討
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
さ
ら
に

は
河
川
や
道
路
、
建
築
物
な
ど

他
の
技
術
研
究
と
連
動
し
て

安
心
・
安
全
な
国
土
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害

対
策
技
術
は
『
使
わ
れ
な
い
こ

と
』が
一
番
幸
せ
で
す
が
、
な

か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
も
の

で
す
。
山
の
中
で
ス
リ
ッ
ト
型

の
え
ん
堤
な
ど
砂
防
施
設
に

気
付
い
た
ら
、
そ
の
裏
側
に
地

道
な
研
究
が
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
」（
野
呂
）

※	

独
立
行
政
法
人	

国
際
協
力
機
構

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ
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平成26年広島市の土砂災害

平成27年関東・東北豪雨による土砂災害

14

年
の
台
風
第
10
号
に
よ
る
岩
手
県
岩
泉
町
な

ど
の
豪
雨
災
害
で
も
使
用
さ
れ
る
な
ど
、着
々

と
実
用
化
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

同
研
究
室	
主
任
研
究
官
の
神
山
嬢
子
は

「
実
際
に
災
害
現
場
で
役
立
て
な
が
ら
、
明

ら
か
に
な
っ
た
課
題
を
研
究
の
一
環
と
し
て
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
、よ
り
有
用
な
地

表
観
測
技
術
と
し
て
実
用
化
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。特
に
観
測
デ
ー
タ
か
ら
災
害
箇

所
を
判
読
す
る
た
め
に
は
相
当
の
技
術
が
必

要
と
な
る
の
で
、現
地
の
各
地
方
整
備
局
な
ど

で
も
容
易
に
活
用
で
き
る
よ
う
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

策
定
し
、
よ
り
迅
速
な
災
害
対
応
が
可
能
と

な
る
よ
う
進
め
て
い
き
ま
す
」と
語
り
ま
す
。

し
か
し
、
人
工
衛
星
の
観
測
は
衛
星
の
動

き
に
合
わ
せ
て
の
観
測
と
な
る
た
め
、
随
時
の

デ
ー
タ
取
得
が
で
き
な
い
な
ど
、決
し
て
万
能

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
の
空
中

撮
影
や
現
地
へ
の
立
ち
入
り
調
査
な
ど
、そ
の

ほ
か
の
手
法
を
適
宜
併
用
し
て
判
断
す
る
こ

と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
観
測
が
可
能
に
な
る
ほ
ど
、

意
思
決
定
は
複
雑
に
な
り
が
ち
で
す
。そ
の
点

に
つ
い
て
も
、
さ
ら
な
る
効
率
化
は
で
き
な
い

か
、最
適
な
併
用
法
は
何
か
な
ど
、的
確
な
判

断
を
す
る
た
め
の
方
法
を
考
え
て
い
き
ま
す
」

（
神
山
）

住
民
の
声
を
有
効
活
用
し

災
害
の
前
兆
を
キ
ャッ
チ

さ
ら
に
土
砂
災
害
を
察
知
す
る
情
報
収
集

ツ
ー
ル
と
し
て
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
性
が
高
い

Tw
itter

の
活
用
が
試
験
的
に
始
ま
っ
て
い
ま

す
。Tw

itter

上
で
つ
ぶ
や
か
れ
た「
地
鳴
り
」

や「
土
臭
い
」と
い
っ
た
土
砂
災
害
の
前
兆
現

象
ワ
ー
ド
を
抽
出
し
て
分
析
す
る
こ
と
で
、
い

ち
早
く
危
険
地
域
や

タ
イ
ミ
ン
グ
を
察
知

す
る
仕
組
み
を
作
ろ

う
と
い
う
試
み
で
す
。

「
現
在
は
、
雨
の

量
を
用
い
る
土
砂
災

害
警
報
情
報
に
加

え
、
場
所
に
よ
っ
て
は

危
険
箇
所
に
設
置
し

た
セ
ン
サ
ー
か
ら
の

収
集
デ
ー
タ
が
判
断

基
準
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
に
住
民
が

感
じ
た
前
兆
現
象
な

ど
の
異
常
を
デ
ー
タ

と
し
て
加
え
た
い
と

思
い
、
実
現
す
る
方

法
を
探
っ
て
い
ま
し

た
。
以
前
は
電
話
で

の
情
報
提
供
を
呼
び

掛
け
て
い
ま
し
た
が
、

気
軽
に
つ
ぶ
や
け
る

Tw
itter

が
登
場
し

た
こ
と
で
、一
気
に
情

報
収
集
が
行
い
や
す
く
な
り
ま
し
た
」（
神
山
）

専
用
ソ
フ
ト
で
地
図
上
に
収
集
し
た
ワ
ー

ド
と
雨
量
を
併
せ
て
表
示
し
て
み
る
と
、危
険

が
高
ま
っ
て
い
る
場
所
や
タ
イ
ミ
ン
グ
が
細
か

く
表
示
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
は
誤
報

雲を通ることができる電波で、悪天候時や夜でも地上
を観測する。

平成24年7月の九州北部豪雨の降雨・土砂災害の推移とツイート状況。近隣地域の前兆現象（崩壊）が集中的な土砂災害の前
に把握できる可能性と、情報のリアルタイム分析により、より早い警戒・避難につなげられる可能性がある。

土砂災害研究室 主任研究官
神山嬢子

SARで撮影した山と土砂崩れの様子
（ 　　　が土砂崩れ箇所）
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も
少
な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
他
の
セ
ン
サ
ー
情

報
と
総
合
し
て
、Ｔ
Ｅ
Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ（
緊
急

災
害
対
策
派
遣
隊
）な
ど
の
初
動
対
応
の
た

め
に
活
用
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
ま
す
。

現
地
に
赴
き
技
術
支
援
を
行
う

役
立
て
る
喜
び
が
仕
事
の
や
り
が
い
に

こ
う
し
た
最
新
技
術
に
関
す
る
研
究・開
発

は
、
既
存
の
技
術
や
研
究
成
果
を
政
策
の
企

画
・
立
案
に
役
立
て
る
だ
け
で
は
な
く
、自
治

体
や
民
間
組
織
へ
提
供
す
る
こ
と
も
国
総
研

の
重
要
な
役
割
で
す
。
土
砂
災
害
研
究
室
に

お
い
て
も
、
大
規
模
な
災
害
発
生
時
に
は
Ｔ
Ｅ

Ｃ
ー
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
一
員
と
し
て
職
員
が
現
地

に
派
遣
さ
れ
、
近
年
で
は
平
成
26
年
の
広
島

土
砂
災
害
や
平
成
27
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨

な
ど
に
お
い
て
、被
災
調
査
や
二
次
災
害
防
止

の
た
め
の
活
動
に
従
事
し
ま
し
た
。
野
呂
、神

山
も
昨
年
の
熊
本
地
震
な
ど
の
災
害
の
際
に

は
現
地
に
入
り
、
災
害
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
分
析

や
、今
後
の
危
険
性
や
対
策
な
ど
へ
の
助
言
を

行
い
ま
し
た
。
現
地
で
は
国
の
機
関
か
ら
派

遣
さ
れ
た
専
門
家
と
し
て
期
待
さ
れ
、重
大
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
と
い

い
ま
す
。

「
学
生
時
代
に
訪
れ
た
ネ
パ
ー
ル
で
災
害
に

苦
し
む
人
々
を
目
の
当
た
り
に
し
、
生
活
の

土
台
と
な
る
土
地
の
保
全
に
貢
献
し
た
い
と

思
っ
た
の
が
、
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け

で
す
。
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
災
害
か

ら
１
日
で
も
早
く
復
興
で
き
る
よ
う
、
技
術

的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
少
し
で
も
安
心
感
を
与

え
ら
れ
る
仕
事
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
」

（
神
山
）

さ
ら
に
、こ
う
し
た
技

術
支
援
は
国
際
的
に
も

行
わ
れ
て
お
り
、野
呂
も

ま
た	

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ※
を
通
じ

て
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
赴
任

し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

「
火
山
や
雨
も
多
く
、

土
砂
災
害
が
多
い
国

だ
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
日

本
の
技
術
が
役
立
つ
の
は
大
き
な
喜
び
で
し

た
。
国
内
外
を
問
わ
ず
、
当
研
究
所
は
職
員

が
現
場
へ
赴
任
す
る
こ
と
が
多
い
の
も
一
般

的
な
研
究
所
と
の
違
い
で
す
。研
究
だ
け
で
な

く
、
現
場
の
課
題
を
解
決
し
、そ
こ
か
ら
さ
ら

に
発
展
さ
せ
る
と
こ
ろ
に
、
私
た
ち
の
存
在
意

義
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
」（
野
呂
）

国
総
研
は
総
合
病
院

専
門
医
と
し
て
砂
防
を
担
う

国
総
研
は
、住
宅・社
会
資
本
分
野
で
唯
一

の
国
の
研
究
機
関
と
し
て
平
成
13
年
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。
河
川
や
道
路
、下
水
道
、砂
防
、

建
築
、
住
宅
、
港
湾
、
空
港
な
ど
に
関
す
る
技

術
研
究
を
行
い
、そ
の
研
究
を
基
に
し
た
技
術

基
準
の
作
成
や
災
害
活
動
支
援
、
自
治
体
や

民
間
組
織
へ
の
技
術
相
談
や
技
術
移
転
、さ
ら

に
研
究
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
な
ど
を
担
う
、

い
わ
ば
日
本
と
い
う
身
体
全
体
を
診
る
“
総

合
病
院
”
の
よ
う
な
機
関
で
す
。
そ
の
中
で
、

土
砂
災
害
研
究
室
は
土
砂
災
害
に
お
け
る
専

門
医
と
し
て
、平
常
時
に
は
大
地
の
定
期
的
な

観
測（
健
康
診
断
）を
行
い
、土
砂
災
害
の
予
兆

（
発
症
の
サ
イ
ン
）や
土
砂
災
害（
発
症
）を

早
期
発
見
、そ
し
て
迅
速
な
詳
細
調
査（
精
密

検
査
）や
対
策（
処
置
）を
行
う
こ
と
で
被
害

の
発
生
を
防
げ
る
よ
う
、日
々
研
究
に
い
そ
し

ん
で
い
ま
す
。

「
私
た
ち
の
研
究
は
、
天
気
予
報
の
よ
う
に

直
接
国
民
の
皆
さ
ま
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で

は
な
い
た
め
、
ご
存
じ
な
い
方
も
多
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
行
政
や
関
係
機
関
を

通
じ
て
政
策
支
援
や
工
法
検

討
な
ど
に
活
用
さ
れ
、
さ
ら
に

は
河
川
や
道
路
、
建
築
物
な
ど

他
の
技
術
研
究
と
連
動
し
て

安
心
・
安
全
な
国
土
づ
く
り
に

役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
災
害

対
策
技
術
は
『
使
わ
れ
な
い
こ

と
』が
一
番
幸
せ
で
す
が
、
な

か
な
か
そ
う
は
い
か
な
い
も
の

で
す
。
山
の
中
で
ス
リ
ッ
ト
型

の
え
ん
堤
な
ど
砂
防
施
設
に

気
付
い
た
ら
、
そ
の
裏
側
に
地

道
な
研
究
が
あ
る
こ
と
を
思
い

出
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い

で
す
」（
野
呂
）

※	

独
立
行
政
法
人	

国
際
協
力
機
構

業
務
密
着

ル
ポ
シ
リ
ー
ズ

FIL
E 4

4

平成26年広島市の土砂災害

平成27年関東・東北豪雨による土砂災害
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も
国
土
を
見
張
っ
て
い
ま
す
」と
分
か
り
や
す
い

タ
イ
ト
ル
で
説
明
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
パ
ネ
ル

の
貸
し
出
し
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
員
が
学
校
な
ど
に
直
接
出
向
き
、

小
学
生
か
ら
一
般
社
会
人
の
皆
さ
ま
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
研
究
内
容
を
説

明
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
、
出
前
講
座

も
行
っ
て
い
ま
す
。

Vol.06

国土技術政策総合研究所

ア
イ
デ
ア
と
技
に
脱
帽
！

「
ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋
コ
ン
テ
ス
ト
」

日
本
の
将
来
を
担
う
小
学
生
に
、「
も
の
づ
く

り
を
通
じ
て
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
橋
な
ど

の
土
木
イ
ン
フ
ラ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
を
平
成
６
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
23
回
目
と
な
る
平
成

28
年
度
は
、つ
く
ば
市
内
の
小
学
４
、５
年
生
を

対
象
に
、
独
創
的
で
夢
の
あ
る
橋
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、34
の
小
学
校
か
ら
５
９
６
作
品
も
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。「
ぼ
く
ら
し
さ
、わ
た
し
ら

し
さ（
独
創
性
）」「
橋
と
し
て
の
安
定
感
」「
デ

ザ
イ
ン
や
仕
上
が
り
の
美
し
さ
」を
評
価
し
、賞

を
授
与
。
土
木
の
日
一
般
公
開
で
は
受
賞
作
品

の
表
彰
式
を
行
う
と
と
も
に
、
全
応
募
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

平成28年度の最優秀作品
作品は、主材料は工作用ボール
紙２枚以内、幅30㎝の川に架
け、１㎏の荷重に耐えられる橋
と、厳しい条件をクリアしなけれ
ばならない。

国総研のロビーには橋コンテス
トの受賞作品が飾られてます。

平成29年度
国総研 一般施設公開
スケジュール
●科学技術週間一般公開
　4月21日（金）
●つくばちびっ子博士一般公開
　7月28日（金）
●土木の日一般公開
　11月18日（土）

●
土
砂
災
害
研
究
部

迫
力
満
点
の
土
石
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

「
現
場
力
」で
も
紹
介

し
た
、
土
石
流
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ジ
オ

ラ
マ
も
人
気
施
設
の
一
つ
。

水
と
土
砂
が
川
を
流
れ
て

く
る
土
石
流
は
迫
力
満

点
。
そ
の
仕
組
み
を
知
る

と
と
も
に
、
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
も

学
べ
ま
す
。

●
下
水
道
研
究
部

使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
を
体
験

家
庭
や
工
場
か
ら

出
る
排
水
は
、
そ
の
ま

ま
流
し
て
し
ま
う
と

川
や
海
を
汚
染
し
ま

す
。
使
っ
て
汚
れ
た
水

を
ど
う
し
た
ら
き
れ

い
な
水
に
で
き
る
の

か
、
下
水
施
設
で
行

わ
れ
て
い
る
浄
水
の

仕
組
み
を
体
験
。

街
に
飛
び
出
し
た
国
総
研

パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
研
究
広
報

私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
重
要
な

研
究
を
数
多
く
行
い
な
が
ら
も
、
国

総
研
の
活
動
は
な
か
な
か
認
識
さ
れ
に
く
い
の

が
実
状
で
す
。
そ
こ
で
、国
総
研
で
行
う
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
を
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
、つ
く
ば
市
役
所

や
、
都
心
か
ら
つ
く
ば
へ
の
玄
関
口
で
あ
る「
つ

く
ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」の
秋
葉
原
駅
コ
ン
コ
ー

ス
な
ど
で
展
示
す
る
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。内
容
も「
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
街
を
作
る
」

「
土
木
・
災
害
と
漢
字
」「
雨
の
見
張
り
番
」な

ど
、子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
し
や
す
く
、か
つ
興

味
や
関
心
を
高
め
る
内
容
の
も
の
ば
か
り
。
例

え
ば「
現
場
力
」で
紹
介
し
た
土
砂
災
害
研
究

室
の
人
工
衛
星
に
よ
る
地
表
観
測
も「
空
か
ら

こ
の
ほ
か
に
も
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
部
門
で
毎
回
異
な
る
展
示
や
体
験
会
な
ど
が
行

わ
れ
、多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、日
本
の
国
土
を
つ
く
る
基
準
と
な
る

技
術
や
研
究
に
触
れ
る
機
会
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
！

※
施
設
の
一
部
は
申
し
込
み
を
す
れ
ば
随
時
見
学

が
可
能
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほかにもまだまだ見所満載！

国土技術政策総合研究所
（国総研）とは？

　安心・安全で活力ある社会をつ
くるため、防災・減災や、道路、橋、

空港などの活用・維持管理・整備などを目的に社会資
本分野の研究を行い、その成果を普及・展開する国の唯
一の研究機関です。国総研での研究成果は、日本の国
土開発における技術基準作りや政策の企画・立案・遂
行へと活用されます。

http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/event/index.html

施設見学や出前講座については直接お問い合わせください。
お問い合わせ： 029-864-4090 （企画課）

国総研　　見学 検索
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道路標識の見やすさなどを試験する
設備

全長700ｍのトンネル。以前はバスを
実際に燃やして排煙の研究も行って
いたが、現在はソフト面の実験が中心。

国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所（
国
総
研
）に
は
、「
現
場
力
」で
紹
介
し
た
砂
防
に
関
す
る
研
究
だ
け
で
な
く
、河
川
や
道
路
、下
水
道
、港
湾
、空

港
、建
築
、住
宅
な
ど
11
部・1
セ
ン
タ
ー
の
研
究
部
門
が
あ
り
、国
土
の
安
全
な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
技
術
の
研
究・開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
国
総
研
を
よ
り
深
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
設
け
て
公
開
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、研
究
の
様
子
を

実
際
に
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。茨
城
県
つ
く
ば
市
に
あ
る
旭
庁
舎
の
昨
年
の
公
開
イ
ベ
ン
ト
か
ら
、そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

え
っ
！
こ
ん
な
実
験
も
!?

国
総
研
の
研
究
が
分
か
る

一
般
公
開
イ
ベ
ン
ト
に
行
っ
て
み
よ
う
！

国土技術政策総合研究所
Vol.06

一
般
公
開
で
大
人
気
の
施
設
を
紹
介
！

●
道
路
交
通
研
究
部

最
大
傾
斜
角
30
度
を
走
り
抜
け
る

高
速
走
行
体
験

国
総
研
の
広
大
な
敷
地
内
に
は
、
全
長
約
６

㎞
、最
大
傾
斜
角
約
30
度
の
高
速
バ
ン
ク
を
南
北

に
持
つ
、
８
の
字
を
描
い
た
よ
う
な
試
験
走
路
が

あ
り
ま
す
。イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、見
学
バ
ス
に

乗
って
、バ
ン
ク
を
時
速
１
０
０
㎞
で
走
り
抜
け
る

高
速
走
行
体
験
を
実
施
。
ま
る
で
絶
壁
を
走
行

●
道
路
構
造
物
研
究
部

た
た
い
て
体
験

「
橋
の
健
康
診
断
」

広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス
に
オ

ブ
ジ
ェ
の
よ
う
に
置
か
れ
た
物

体
。む
き
出
し
に
な
っ
た
鉄
筋
や

ボ
ロ
ボ
ロ
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
剝

が
れ
か
か
っ
た
塗
装
の
様
子
ま
で
近
く
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
こ
れ
ら
は
、
老
朽
化
や
火
災
な
ど
で

撤
去
さ
れ
た
橋
の
一
部
で
す
。な
ぜ
腐
食
し
た
の

か
、ひ
び
が
入
っ
た
の
か
、ど
う
し
て
塗
装
が
剝
が

れ
て
い
る
の
か
…
。
そ
の
説
明
を
職
員
か
ら
受
け

る
と
、
近
所
の
橋
の
見
方
も
き
っ
と
変
わ
り
ま
す
。

さ
ら
に
橋
の
一
部
を
た
た
い
て
音
の
違
い
で
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
内
部
の
様
子
を
知
る「
打
音
検
査
」

も
体
験
で
き
ま
す
。

塗装の剝がれ具合
を実際に見ること
ができる。

火災を受けて鉄がねじり曲がった
橋の一部

カナヅチでたたいて中の音を確認！

角度約30度の高速
バンク。高速で走り
抜ける車窓は、かな
りの垂直感！

ガードレールの衝突安全性検証
実験

内部の金網の腐食状態を見るため
所々切り取られた橋桁の一部

リアル体験
コース

ほかにもまだまだ見所満載！

す
る
か
の
よ
う
な
迫
力
を
体
験

で
き
ま
す
。
ま
た
試
験
走
路
か

ら
は
、
道
路
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
実
験
施
設
を
眺
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
、ト
ン
ネ
ル
の

実
験
施
設
や
道
路

標
識
の
実
験
を
行

う
施
設
、
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
衝
突
安

全
性
を
検
証
す
る

施
設
も
あ
り
ま
す
。

約92万㎡もの広大な敷地を持つ国総研
（東京ドーム20個分）

人気No.1
コース



17

も
国
土
を
見
張
っ
て
い
ま
す
」と
分
か
り
や
す
い

タ
イ
ト
ル
で
説
明
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
パ
ネ
ル

の
貸
し
出
し
も
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
職
員
が
学
校
な
ど
に
直
接
出
向
き
、

小
学
生
か
ら
一
般
社
会
人
の
皆
さ
ま
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
、
研
究
内
容
を
説

明
し
た
り
質
問
に
答
え
た
り
す
る
、
出
前
講
座

も
行
っ
て
い
ま
す
。

Vol.06

国土技術政策総合研究所

ア
イ
デ
ア
と
技
に
脱
帽
！

「
ボ
ー
ル
紙
で
作
る
橋
コ
ン
テ
ス
ト
」

日
本
の
将
来
を
担
う
小
学
生
に
、「
も
の
づ
く

り
を
通
じ
て
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
橋
な
ど

の
土
木
イ
ン
フ
ラ
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
」

こ
と
を
目
的
と
し
た
コ
ン
テ
ス
ト
を
平
成
６
年

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
23
回
目
と
な
る
平
成

28
年
度
は
、つ
く
ば
市
内
の
小
学
４
、５
年
生
を

対
象
に
、
独
創
的
で
夢
の
あ
る
橋
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、34
の
小
学
校
か
ら
５
９
６
作
品
も
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。「
ぼ
く
ら
し
さ
、わ
た
し
ら

し
さ（
独
創
性
）」「
橋
と
し
て
の
安
定
感
」「
デ

ザ
イ
ン
や
仕
上
が
り
の
美
し
さ
」を
評
価
し
、賞

を
授
与
。
土
木
の
日
一
般
公
開
で
は
受
賞
作
品

の
表
彰
式
を
行
う
と
と
も
に
、
全
応
募
作
品
を

展
示
し
て
い
ま
す
。

平成28年度の最優秀作品
作品は、主材料は工作用ボール
紙２枚以内、幅30㎝の川に架
け、１㎏の荷重に耐えられる橋
と、厳しい条件をクリアしなけれ
ばならない。

国総研のロビーには橋コンテス
トの受賞作品が飾られてます。

平成29年度
国総研 一般施設公開
スケジュール
●科学技術週間一般公開
　4月21日（金）
●つくばちびっ子博士一般公開
　7月28日（金）
●土木の日一般公開
　11月18日（土）

●
土
砂
災
害
研
究
部

迫
力
満
点
の
土
石
流
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー

「
現
場
力
」で
も
紹
介

し
た
、
土
石
流
を
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ジ
オ

ラ
マ
も
人
気
施
設
の
一
つ
。

水
と
土
砂
が
川
を
流
れ
て

く
る
土
石
流
は
迫
力
満

点
。
そ
の
仕
組
み
を
知
る

と
と
も
に
、
被
害
を
防
ぐ

た
め
の
対
策
に
つ
い
て
も

学
べ
ま
す
。

●
下
水
道
研
究
部

使
っ
た
水
を
き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
を
体
験

家
庭
や
工
場
か
ら

出
る
排
水
は
、
そ
の
ま

ま
流
し
て
し
ま
う
と

川
や
海
を
汚
染
し
ま

す
。
使
っ
て
汚
れ
た
水

を
ど
う
し
た
ら
き
れ

い
な
水
に
で
き
る
の

か
、
下
水
施
設
で
行

わ
れ
て
い
る
浄
水
の

仕
組
み
を
体
験
。

街
に
飛
び
出
し
た
国
総
研

パ
ネ
ル
展
示
に
よ
る
研
究
広
報

私
た
ち
の
生
活
に
関
わ
る
重
要
な

研
究
を
数
多
く
行
い
な
が
ら
も
、
国

総
研
の
活
動
は
な
か
な
か
認
識
さ
れ
に
く
い
の

が
実
状
で
す
。
そ
こ
で
、国
総
研
で
行
う
さ
ま
ざ

ま
な
研
究
を
パ
ネ
ル
に
ま
と
め
、つ
く
ば
市
役
所

や
、
都
心
か
ら
つ
く
ば
へ
の
玄
関
口
で
あ
る「
つ

く
ば
エ
キ
ス
プ
レ
ス
」の
秋
葉
原
駅
コ
ン
コ
ー

ス
な
ど
で
展
示
す
る
広
報
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。内
容
も「
み
ん
な
が
使
い
や
す
い
街
を
作
る
」

「
土
木
・
災
害
と
漢
字
」「
雨
の
見
張
り
番
」な

ど
、子
ど
も
た
ち
に
も
理
解
し
や
す
く
、か
つ
興

味
や
関
心
を
高
め
る
内
容
の
も
の
ば
か
り
。
例

え
ば「
現
場
力
」で
紹
介
し
た
土
砂
災
害
研
究

室
の
人
工
衛
星
に
よ
る
地
表
観
測
も「
空
か
ら

こ
の
ほ
か
に
も
イ
ベ
ン
ト
時
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研

究
部
門
で
毎
回
異
な
る
展
示
や
体
験
会
な
ど
が
行

わ
れ
、多
く
の
参
加
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
。
楽
し
く

学
び
な
が
ら
、日
本
の
国
土
を
つ
く
る
基
準
と
な
る

技
術
や
研
究
に
触
れ
る
機
会
を
体
験
し
て
く
だ
さ

い
！

※
施
設
の
一
部
は
申
し
込
み
を
す
れ
ば
随
時
見
学

が
可
能
で
す
。
興
味
の
あ
る
人
は
直
接
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ほかにもまだまだ見所満載！

国土技術政策総合研究所
（国総研）とは？

　安心・安全で活力ある社会をつ
くるため、防災・減災や、道路、橋、

空港などの活用・維持管理・整備などを目的に社会資
本分野の研究を行い、その成果を普及・展開する国の唯
一の研究機関です。国総研での研究成果は、日本の国
土開発における技術基準作りや政策の企画・立案・遂
行へと活用されます。

http://www.nilim.go.jp/lab/bbg/event/index.html

施設見学や出前講座については直接お問い合わせください。
お問い合わせ： 029-864-4090 （企画課）

国総研　　見学 検索
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て
毎
年
参
加
す
る
國
分
町
青
年
会
女
子
部
の

幕
内
さ
ん
は「
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
石
岡

の
お
ま
つ
り
は
私
の
体
の
一
部
、
生
き
が
い
で

す
。
普
段
は
も
の
静
か
な
性
格
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
友
達
か
ら『
１
年
で
祭
り
の
と
き

だ
け
は
、
人
が
変
わ
っ
た
み
た
い
に“
声
を
張
る

ね
！
”』
っ
て
笑
わ
れ
ま
す
」と
、は
に
か
み
な
が

ら
も
祭
り
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

櫻
井
さ
ん
は
言
う
。「
石
岡
の
お
ま
つ
り
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、若
い
世
代
の

減
少
は
大
き
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
祭
り
と

は
人
の
心
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
。
た
と
え
、石

岡
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
、
祭
り
に
は
み

ん
な
石
岡
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

も
学
校
で
、
踊
り
も
お
囃
子
も
稽
古
し
て
く
れ

て
い
る
。
幕
内
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
方
た
ち
も

い
る
。
石
岡
っ
子
の
D
Ｎ
Ａ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん

よ
。
石
岡
の
お
ま
つ
り
は
大
丈
夫
で
す
」

石
岡
市
西
部
の
八や

郷さ
と
地
区
は
筑
波
山
、足
尾

山
な
ど
の
筑
波
山
地
の
山
々
が
連
な
る
盆
地
で

田
園
風
景
が
広
が
る
。こ
こ
に
、有
機
農
業
を
営

む「
暮
ら
し
の
実
験
室 

や
さ
と
農
場
」が
あ
る
。

５
名
の
方
が
従
事
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
も
県
外

か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
。
そ
の
一
人
、
関
西
出

身
で
あ
る
と
い
う
茨
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
私
は
大
学
で
環
境
経
済
学
を
専
攻
し
て
い

た
の
で
、経
済
発
展
と
環
境
問
題
の
関
係
、特
に

有
機
農
業
に
は
大
変
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
学

生
の
と
き
に
、
実
際
に
有
機
農
業
の
生
活
を
経

験
し
て
み
た
い
と
思
い
立
ち
、
本
で
調
べ
た
り
、

紹
介
さ
れ
た
り
し
て
、
こ
の
地
に
出
会
い
ま
し

た
。
卒
業
後
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
５
人
と
共

に
、
農
作
物
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
有
機
農
業

を
通
じ
た
循
環
型
の
暮
ら
し
を
こ
こ
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
家
畜
を
飼
い
、
肥
料
を
作
り
、
土

を
作
り
、
有
機
農
業
に
よ
る
生
産
、
生
産
後
は
、

例
え
ば
わ
ら
を
使
っ
た
鍋
敷
き
な
ど
の
生
活
雑

貨
を
作
る
な
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

大神輿。御分霊を仮殿へ渡
と
御
ぎょ
する（運ぶ）。十六弁菊

花紋が施されている。

幌獅子。獅子頭の後ろに囃子衆が乗り込む小屋が隠されている。

笑いの踊り

國分町青年会女子部では、耳
の不自由な方にも祭りを楽し
んでいただきたいと、掛け声に
手話を用いるなど、また来たい
と思っていただけるような祭
りを目指し、積極的に取り組ん
でいる。

大きな獅子頭に外国人も興味
津々。「石岡のおまつり」には、
祭りの趣旨を十分に理解の上、
市（町）外の方も参加できる。海
外からの参加者もいるという。

絢
けん
爛
らん
豪
ごう
華
か
な山車が街中を練り歩く。昨年は試験的に

総
すべ
ての山車と数台の獅子にGPSを搭載し、街中の

どこにいるのかが分かるよう工夫し、見物客の便宜
に供した。

幌獅子と大群衆

（写真提供：石岡市）
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ら
れ
た
仮か
り

殿で
ん

に
お
出
ま

し
に
な
ら
れ
る
の
で
す
。

私
た
ち
は
お
囃
子
や
踊

り
、
獅し

子し

舞ま
い

な
ど
で
神

様
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
の
で
す
」　
　
　

ま
た
、
各
町
内
の
山
車
に
も
そ
れ
ぞ
れ
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
３
匹
の
獅
子
舞
が
移
動

式
の
屋
台
上
で
舞
う「
さ
さ
ら
」、
最
上
部
に
神じ

ん

武む

天
皇
や
八は
ち
幡ま
ん
太た

郎ろ
う
な
ど
の
大
き
な
人
形
を
飾

り
、
前
面
の
舞
台
で
お
囃
子
や
踊
り
が
演
じ
ら

れ
る
山
車
、
お
か
め・ひ
ょっ
と
こ・き
つ
ね
の
滑こ

っ

稽け
い
な
踊
り
は
見
物
客
に
大
人
気
と
の
こ
と
。
大

き
な
獅し

子し

頭が
し
らに

囃は
や
し子

衆し
ゅ
うが

乗
り
込
む
移
動
式
の

小
屋
が
付
随
し
た
獅
子
は
、石
岡
だ
け
の
も
の
で

「
幌ほ

ろ
獅じ

子し

」と
呼
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
祭
り
で
、
山
車
や
幌
獅
子
の
周
り
で

「
お
っ
し
ゃ
い
」の
囃
子
こ
と
ば
で
盛
り
上
げ
る

通
称「
お
っ
し
ゃ
い
隊
」の
國こ

く
分ぶ

町ち
ょ
う

隊
長
と
し

石
岡
市
で
は
、
毎
年
９
月
に
市
民
最
大
の

行
事
が
催
さ
れ
る
。
関
東
三
大
祭
り
の
一
つ

「
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
國
總そ
う
社し
ゃ
宮ぐ
う
例れ
い
大た
い
祭さ
い
」、
通
称「
石
岡
の
お

ま
つ
り
」で
あ
る
。
９
月
15
日
の「
例れ
い
祭さ
い
」に
始

ま
り
、
第
３
土
曜
日
か
ら
３
日
間
、
石
岡
市
中

心
街
全
域
を
舞
台
に
、
36
あ
る
町
々
の
伝
統
の

山だ

し車（
12
台
）、
幌ほ
ろ
獅じ

子し
（
32
台
）、
神み
こ
し輿（
２
台
）

が
、
軽
快
な
お
囃は

や
し子

や
踊
り
と
と
も
に
街
中
を

練
り
歩
く
。
毎
年
全
国
か
ら
40
万
人
も
の
見
物

客
が
訪
れ
る
盛
大
な
祭
り
で
あ
る
。

石
岡
の
お
ま
つ
り
振
興
協
議
会 

会
長 

櫻
井

さ
ん
が
教
え
て
く
れ
た
。「
總そ

う
社し
ゃ

宮ぐ
う

に
は
常
陸
國

の
神
々
が
合ご

う
祀し

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
御ご

分ぶ
ん

霊れ
い

が
庶
民
の
生
活
の
安あ
ん

寧ね
い

、
五ご

穀こ
く

豊ほ
う

穣じ
ょ
う、

無む

病
び
ょ
う

息そ
く

災さ
い

を
願
い
、大
神
輿
に
乗
っ
て
市
街
地
に
設
け

東
京
・
上
野
か
ら
Ｊ
Ｒ
特
急
で
１
時
間
余
り
。
茨
城
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
に
位
置
す
る
石
岡
市
は
、
古
く
は
常ひ

た
ち
の
く
に

陸
國
の
国こ

く
ふ府

が
置
か
れ
た
歴
史

あ
る
町
で
、
人
口
約
７
万
６
千
人
、
工
業
、
商
業
、
農
林
業
が
主
産
業

の
地
方
都
市
で
あ
る
。
こ
の
町
も
全
国
各
地
の
都
市
と
同
様
に
、
人
口

減
少
・
高
齢
化
が
顕
著
で
、
特
に
、
大
学
進
学
時
と
就
職
時
を
契
機
と

し
た
若
者
の
減
少
傾
向
が
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

写真提供：石岡市

右：石岡のおまつり振興協議会 会長 櫻井さん
左：國分町青年会女子部 幕内さん

シリーズ探
訪・探求

訪れたいまち
第40回

茨城県石
岡市
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て
毎
年
参
加
す
る
國
分
町
青
年
会
女
子
部
の

幕
内
さ
ん
は「
こ
の
町
に
生
ま
れ
育
ち
、
石
岡

の
お
ま
つ
り
は
私
の
体
の
一
部
、
生
き
が
い
で

す
。
普
段
は
も
の
静
か
な
性
格
だ
と
思
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
友
達
か
ら『
１
年
で
祭
り
の
と
き

だ
け
は
、
人
が
変
わ
っ
た
み
た
い
に“
声
を
張
る

ね
！
”』
っ
て
笑
わ
れ
ま
す
」と
、は
に
か
み
な
が

ら
も
祭
り
へ
の
熱
い
思
い
を
語
っ
て
く
れ
た
。

櫻
井
さ
ん
は
言
う
。「
石
岡
の
お
ま
つ
り
を
次

世
代
へ
継
承
し
て
い
く
た
め
に
も
、若
い
世
代
の

減
少
は
大
き
な
課
題
で
す
。
し
か
し
、
祭
り
と

は
人
の
心
に
根
ざ
し
て
い
る
も
の
。
た
と
え
、石

岡
か
ら
離
れ
て
暮
ら
し
て
い
て
も
、
祭
り
に
は
み

ん
な
石
岡
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
。
子
ど
も
た
ち

も
学
校
で
、
踊
り
も
お
囃
子
も
稽
古
し
て
く
れ

て
い
る
。
幕
内
さ
ん
の
よ
う
な
若
い
方
た
ち
も

い
る
。
石
岡
っ
子
の
D
Ｎ
Ａ
は
な
く
な
り
ま
せ
ん

よ
。
石
岡
の
お
ま
つ
り
は
大
丈
夫
で
す
」

石
岡
市
西
部
の
八や

郷さ
と
地
区
は
筑
波
山
、足
尾

山
な
ど
の
筑
波
山
地
の
山
々
が
連
な
る
盆
地
で

田
園
風
景
が
広
が
る
。こ
こ
に
、有
機
農
業
を
営

む「
暮
ら
し
の
実
験
室 

や
さ
と
農
場
」が
あ
る
。

５
名
の
方
が
従
事
し
て
い
る
が
、い
ず
れ
も
県
外

か
ら
の
移
住
者
で
あ
る
。
そ
の
一
人
、
関
西
出

身
で
あ
る
と
い
う
茨
木
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「
私
は
大
学
で
環
境
経
済
学
を
専
攻
し
て
い

た
の
で
、経
済
発
展
と
環
境
問
題
の
関
係
、特
に

有
機
農
業
に
は
大
変
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
学

生
の
と
き
に
、
実
際
に
有
機
農
業
の
生
活
を
経

験
し
て
み
た
い
と
思
い
立
ち
、
本
で
調
べ
た
り
、

紹
介
さ
れ
た
り
し
て
、
こ
の
地
に
出
会
い
ま
し

た
。
卒
業
後
、
同
じ
志
を
持
つ
仲
間
５
人
と
共

に
、
農
作
物
の
生
産
だ
け
で
な
く
、
有
機
農
業

を
通
じ
た
循
環
型
の
暮
ら
し
を
こ
こ
で
実
践
し

て
い
ま
す
。
家
畜
を
飼
い
、
肥
料
を
作
り
、
土

を
作
り
、
有
機
農
業
に
よ
る
生
産
、
生
産
後
は
、

例
え
ば
わ
ら
を
使
っ
た
鍋
敷
き
な
ど
の
生
活
雑

貨
を
作
る
な
ど
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

大神輿。御分霊を仮殿へ渡
と
御
ぎょ
する（運ぶ）。十六弁菊

花紋が施されている。

幌獅子。獅子頭の後ろに囃子衆が乗り込む小屋が隠されている。

笑いの踊り

國分町青年会女子部では、耳
の不自由な方にも祭りを楽し
んでいただきたいと、掛け声に
手話を用いるなど、また来たい
と思っていただけるような祭
りを目指し、積極的に取り組ん
でいる。

大きな獅子頭に外国人も興味
津々。「石岡のおまつり」には、
祭りの趣旨を十分に理解の上、
市（町）外の方も参加できる。海
外からの参加者もいるという。

絢
けん
爛
らん
豪
ごう
華
か
な山車が街中を練り歩く。昨年は試験的に

総
すべ
ての山車と数台の獅子にGPSを搭載し、街中の

どこにいるのかが分かるよう工夫し、見物客の便宜
に供した。

幌獅子と大群衆

（写真提供：石岡市）



JR 石岡駅にある地元中学生作の
獅子頭。無数の爪楊枝 ( つまよう
じ ) でできている。

▶ BRT （Bus Rapid Transit）
バス高速輸送システム。平成18
年３月に廃線となった鹿島鉄道
の廃線敷地をバス専用道に再
整備した。平成22年８月から運
行中。新しい公共交通の形を体
験してみよう。

（写真提供：石岡市）

甘い脂身が絶品の”しし鍋”。確
実に食するには、予約がお薦め。

足下にも“獅子”。獅子頭がデザイ
ンされた下水道のマンホール。色鮮
やかに彩色されたものも登場。市
内観光スポット、まち蔵「藍」でマン
ホールカードが入手できる（無料）。

▲看板建築
旧石岡市街に多数点在する。昭和４年の
石岡の大火後に造られた。洋風な外観の
レトロ感が時間を超える。

◀パラグライダー
筑波山山麓の八郷地区は、日本有数のフライトエ
リアとして有名。未経験者も体験可能（要予約）。

（写真提供：石岡市）

▲石岡の地酒
石岡市には４つの酒蔵があり、一般公
開しているところもある（要予約）。

（写真提供：石岡市）

▲常陸風土記の丘
桜の名所としても知られる。園内には、竪穴式住居や茅葺
き住居も復元されている。　   　　        （写真提供：石岡市）

▲茨城県フラワーパーク
約30ha の広大な敷地に、四季折々の花
が咲き誇る。冬期には、約50万球の LED
が魅惑の空間を演出する。

（写真提供：石岡市）

JR 石岡駅のからくり時計。毎時０分
に、おかめ・ひょっとこ・きつねが登
場し踊る。

JR 石岡駅下の観光協会前には「石岡のおまつ
り」が常時展示されており、いつでもその風情
が楽しめる。写真の山車、幌獅子は泉町のも
の。人形は鐘馗（しょうき）。

原付のナンバーにも“獅子”。希望者
に交付される。

石岡市は”獅子”だけではありません。
他にも見どころ、食べどころがたくさんあります。

石岡市内を歩くと、あちらこちらで”獅子”に出会えます。

石岡市公式ホームページ
https://www.city.ishioka.lg.jp/
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推
進
を
図
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ま
ち
づ
く
り
市
民

会
議
」が
あ
る
。
市
民
の
声
が
ま
ち
に
反
映
さ

れ
る
た
め
に
、
市
民
が
集
い
、
ま
ち
の
課
題
に
つ

い
て
話
し
合
う
場
が
必
要
と
の
問
題
意
識
か
ら
、

平
成
11
年
６
月
に
発
会
。
平
成
12
年
６
月
に
は
、

中
心
市
街
地
活
性
化
の
提
言
書「
き
ら
め
く
石

岡・銀
河
計
画
」を
提
出
し
、
平
成
13
年
６
月
に

現
在
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
な
っ
た
。
以
来「
ま
ち
か
ど
情

報
セ
ン
タ
ー
」の
運
営
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の

市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
を
展
開
し

て
い
る
。
理
事
長
の
白
井
さ
ん
に
石
岡
市
の
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

「
私
は
千
葉
県
で
生
ま
れ
、
東
京
で
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
。
縁
あ
っ
て
今
は
石
岡
市
民
で
す
。

『
風
土
』と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。『
風
』は

他
の
地
域
か
ら
の
移
住
者
、『
土
』は
そ
の
地
域

で
生
ま
れ
育
っ
た
方
に
例
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。そ
し
て『
風
』と『
土
』が
合
わ
さ
っ

て
、
新
し
い『
風
土
』が
生
ま
れ
る
。
新
し
い
石

岡
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
多
く
の
風
と
土
が
合

わ
さ
る
こ
と
が
、ま
ず
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
次

に
、
核
家
族
化
の
進
展
か
ら
か
、
石
岡
で
も
地

域
社
会
に
お
け
る
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、支
え

合
い
の
機
能
が
弱
く
な
っ
て
き
て
し
ま
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
で
孤
立
す
る
人

た
ち
が
増
え
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
が
今
最

も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が『
困
窮
世
帯
の
教
育

支
援
』で
す
。放
課
後
に
孤
立
す
る
子
ど
も
が
い

な
い
よ
う
に
、居
場
所
を
つ
く
り
た
い
。
さ
ま
ざ

ま
な
方
か
ら
の
寄
付
や
助
け
を
得
て
、支
え
合
っ

て
実
現
で
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
先
生
役
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
大
人
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
、今
度
は
お
年
寄
り
の
中
で
も
つ

く
り
た
い
。病
気
な
ど
で
出
歩
け
な
い
方
に
対
し

て
は
、こ
ち
ら
か
ら
出
向
い
て
行
っ
て
で
も
コ
ミ
ュ

ん
の
知
恵
か
ら
学
ぶ

暮
ら
し
で
す
。
ま
た
、

昔
は
当
た
り
前
だ
っ

た
で
あ
ろ
う『
共
助

の
し
く
み
』も
実
践

し
て
い
ま
す
。
余
っ

た
野
菜
を
融
通
し

合
っ
た
り
、パ
ソ
コ
ン

を
教
え
る
代
わ
り
に

犬
の
散
歩
を
し
て
も

ら
っ
た
り
、
お
金
に
は
な
ら
な
い
け
れ
ど『
自
分

に
で
き
る
こ
と
』を
融
通
し
あ
う
生
活
態
様
で

す
。
少
し
変
わ
っ
た
考
え
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、自
分
た
ち
の
手
で
つ
く
る
暮
ら
し
を
し
て
み

た
い
の
で
す
」

県
外
か
ら
の
移
住
者
の
目
か
ら
見
た
石
岡
の

魅
力
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
た
。「
こ
の
土
地
の
最

大
の
魅
力
は
、
そ
の
地
質
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
な
ん
で
も
栽
培
で
き
ま
す
。米
は
も
ち
ろ

ん
、
根
野
菜
、
葉
野
菜
、
果
樹
…
…
、
み
か
ん

も
リ
ン
ゴ
も
栽
培
で
き
ま
す
。
実
は
、
こ
ん
な

土
地
は
珍
し
い
。
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
が
少

な
く
、
雪
も
少
な
い
。
年
間
の
気
候
も
農
業
に

適
し
て
い
ま
す
。
農
業
を
す
る
私
た
ち
に
と
っ
て

は
絶
好
の
場
所
で
す
」

石
岡
市
に
は
、
市
民
参
加
型
ま
ち
づ
く
り
の

ニ
テ
ィ
を
つ
く
る
。
そ
ん
な
仕

組
み
を
つ
く
り
た
い
。
石
岡
の

中
に
今
一
度
、人
と
人
と
が
関

わ
り
動
く
、
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
た
く
さ
ん
つ
く
り
た
い
。

そ
し
て
、そ
の
小
さ
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
が
つ
な
が
れ
ば
、
気
付
け

ば
、
住
み
や
す
い
、
住
み
た
い

と
思
え
る『
石
岡
家
』が
で
き

て
い
る
。
そ
ん
な
ふ
う
に
な
れ

ば
、
う
れ
し
い
で
す
」

　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●
　
　
　
●

一
見
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
に
見
え
る
ま
ち

「
石
岡
」。
し
か
し
こ
こ
に
は
、
人
口
減
少
と
い

う
現
実
に
対た

い
峙じ

し
な
が
ら
も
、
こ
の
ま
ち
を
愛

し
、
懸
命
に
考
え
行
動
す
る
人
た
ち
が
い
る
。

「
子
ど
も
た
ち
が
誇
り
に
思
い
、石
岡
大
好
き

と
言
え
る
ま
ち
」

石
岡
の“
獅
子
”

も
優
し
く
微
笑
み

見
守
っ
て
い
て
く
れ

る
に
違
い
な
い
。

NPO 法人 まちづくり市民会議 
理事長 白井さん

まちかど情報センター。「こんにちは！」「これ何？」元気な子ど
もたちの声が部屋中に響く。写真は、子どもたち手作りの
お化け屋敷。まちづくり市民会議のモットーは SNS。「S（そ
の件）、N（なんとか）、S（しようよ）」と気軽に手助けできる
社会になりますように……。

「暮らしの実験室 やさと農場」の皆さん
右から：茨木さん、竹沢さん、早川さん

（写真提供：石岡市）

（写真提供：石岡市）
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石岡市には４つの酒蔵があり、一般公
開しているところもある（要予約）。

（写真提供：石岡市）
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が咲き誇る。冬期には、約50万球の LED
が魅惑の空間を演出する。
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JR 石岡駅のからくり時計。毎時０分
に、おかめ・ひょっとこ・きつねが登
場し踊る。
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り」が常時展示されており、いつでもその風情
が楽しめる。写真の山車、幌獅子は泉町のも
の。人形は鐘馗（しょうき）。
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に交付される。
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他にも見どころ、食べどころがたくさんあります。
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～北海道の魅力を活かし、活力ある農山漁村へ～

「わが村は美しく-北海道」運動

　「わが村は美しく－北海道」
運動とは、わが国最大の食
料基地である北海道の農山
漁村・農林水産業のさらなる
発展のため、北海道の豊か
な大自然やその地に根ざした
生活・文化などの価値をさら
に高めていく取り組みを通じ

た地域づくり活動です。地域住民が主体となり「参加しよ
う」「広げよう」「いいもの伝えよう」のキャッチフレーズのも
と、都府県にはない広大な農村空間、自然の恵みあふれる
山林、豊かな水産資源など、北海道ならではの魅力的な
資源を活用して、活力ある農山漁村を築いていくことを目
指しています。国土交通省北海道局および北海道開発局※

では、平成13年からこの運動を支援しています。

わが村運動 ３つのテーマ
　この運動は、1960年代から始まった旧西ドイツの「わが
村は美しく」運動を参考としており、「景観の形成」「地域特
産物のブランド化」「都市住民などとの交流」の３つのテー
マに沿った地域づくり活動を展開しています。

 

 ❶ 景観を育てる
　生活・生産活動、伝統・文化、特色ある自然などの交響
により「個性あふれ、誰もが訪れたくなる村」として、また、
地域の環境の保全・創造により「誰もが安心し、住みたく
なる村」として形成される、魅力のある景観づくりを目指し
ます。

 ❷ 地域特産物を育てる
　消費者ニーズに応え、
環境との調和に配慮し
た、安全で安心できる
クリーンな食料の提供や、
豊かな農林水産資源と
原産地にこだわった魅
力あふれる特産物から
生み出される新たなブラ
ンドづくりを目指します。

 ❸ 人の交流を育てる
　豊かな景観や農林水
産資源、地域の生活・
文化、環境などを活かし、
都市など他地域との交
流を通じた魅力ある農
山漁村の形成と地域の
活性化、新たな観光資
源としての北海道の魅
力づくりを目指します。

わが村の魅力を多くの人へ発信
　この運動では、多様な活動を行う地域の方々をはじめ、
それをサポートする行政、企業、NPOなどが相互に情報を
受発信し、活動を支え合うことを基本としており、それぞ
れの主体が連携してさまざまな取り組みを行っています。

「わが村は美しく－北海道」運動コンクールの開催
　北海道の農山漁村がより「美しく」あるために、地域の魅
力と活力を高めようとする住民主体の活動を見いだすとと
もに、優れた活動を表彰し、広く発信、波及させていくこ
とを目的としたコンクールで、農山漁村の振興に寄与する
ことを目指し、平成13年から２年ごとに開催しています。

メディアを通じた情報発信
　JR北海道の車内広報誌に、わが村運動コンクールの受
賞団体を紹介しており、2006年４月号から2017年2月号
まで累計130団体が掲載されています。
　その他、TV局および新聞社などへのメールマガジンや
フェイスブックによる情報発信もしています。

各種イベントを通じた情報発信
　北海道内各地のイベントはもちろん、東京など都市部で
開催される北海道物産展でも、わが村運動のコーナーを設
置してPR活動を行っています。また、地域の未来を担う若
い世代に向けた啓発活動にも積極的に取り組んでいます。

※北海道開発局では、わが国の発展に貢献する北海道とするため、北海道総合開
発計画に基づき、農林水産省所管の事業も含めて、広大な北海道における効果
的・効率的な社会資本整備を推進しています。

じゃがいも畑　写真提供：白滝じゃが生産部会　加工班（遠軽町） 東京で開催された「秋の大北海道展」の様子

地元高校生を対象にした講演会の様子。テーマは「北海道の景観」

資料提供：JR北海道

「わが村は美しく－北海道」運動の各種情報は、北海道開発局のホームページ
に掲載しています。ぜひアクセスしてみてください。

ホームページ Facebook

検 索検 索わが村　北海道
http://www.hkd.mlit.go.jp/zigyoka/z_nogyo/wagamura/index.html

「いいとこ撮り北海道２０１６」ステージイベントでの特産品PRと
「わが村」マルシェでの特産品販売の様子

消費者と生産者との交流
写真提供：絵本の里けんぶち　

VIVAマルシェ（剣淵町）

えんがるちょう

地域特産物の開発
（地元産小麦を使用したパスタ）

写真提供：留萌・麦で地域をチェンジする会
（留萌市、小平町）

おびらちょう

るもい

｢景観｣の形成

活発な
｢人の交流｣づくり

｢地域特産物｣の
ブランド化

魅力ある活力に満ちた北海道

地域の魅力を高めるコ
ミュニティづくりに結び
つく都市および地域内外
の人たちとの交流活動

地域で生産される農林
水産物およびそれらを
主として利用した加工
品の生産販売活動

【景観】
地域の特色を活かし、生活と
生産に根ざした景観形成活動

【地域特産物】 【人の交流】
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訪れたいまち　茨城県石岡市
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